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ブロック別懇談の会風景

一般社団法人 茗渓会　第 7 回 定時総会
平成30年5月24日（木）茗渓会館にて

清
水
副
学
長
（
学
長
代
理
）

江
田
理
事
長
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一般社団法人

        
平成30年5月24日（木）茗渓会館にて

定時総会出席代議員一覧 （敬称略)

筑波大
筑波大
北海道
北海道
(代 理)
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
(代 理)
茨 城
茨 城
茨 城
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉

清 水 諭
本 谷 聡
大 沼 寛
川 口 淳
佐 藤 有
小野寺 清隆
越後谷 真悦
津 田 浩
五輪 美智子
仙 波 操
高 瀬 宏 樹
鈴 木 一 弘
中 島 博 司
若 杉 俊 明
市 川 敏 美
奥 谷 多 作



埼 玉
埼 玉
埼 玉
千 葉
千 葉
千 葉
東 京
東 京
東 京
東 京
東 京
東 京
神奈川
神奈川
神奈川
神奈川

矢 嶋 章 司
前 島 富 雄
細 田 幸 一
青 木 寛
植 草 完
猿 渡 末 治
中 村 穎 司
柳 久美子
田 中 修
浅 井 一 郎
渡 邉 悟
三 橋 浩 志
佐々木 悦子
本 木 幹 雄
山 崎 紀 彦
大畑 多津雄



神奈川
神奈川
山 梨
長 野
長 野
新 潟
富 山
石 川
静 岡
静 岡
愛 知
愛 知
愛 知
岐 阜
滋 賀
三 重

大 石 進
中 道 徹
山 本 英 樹
田 澤 直 人
竹 村 和 也
内 野 信 昭
神 田 聡
濱 辺 正 実
熊 野 善 介
齊 藤 浩 幸
村 松 利 之
竹 下 裕 隆
高 畑 尚 弘
大 橋 則 雄
𦚰 坂 高 峰
阿 形 克 己



京 都
大 阪
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
山 口
香 川
愛 媛
福 岡
佐 賀
熊 本
沖 縄

川 合 英 之
松 本 秀 範
岡村 多加志
中 野 憲 二
谷 垣 康
土 肥 二 郎
小 倉 健 一
野 々 村 卓
吉 本 晃
山 本 主 税
八 木 俊 博
永 沼 真 紀
小 川 聡
赤 星 隆 弘
前 門 晃
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会

第
７
回
平
成
30
年
度
定
時
総
会

挨

拶
(要
旨
）

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理
事
長

江

田

昌

佑

本
日
は
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ご
多
忙
の
中
、
全
国
各
地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
、
代
議
員
の
皆
様
に
は
、
地
域
組
織
等
に
お
け
る
茗
渓
会

活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま

す
。本

会
は
、
新
法
人
に
移
行
し
て
の
⚗
年
間
、
必
要
と
さ
れ
る
構

造
改
革
や
機
能
刷
新
に
注
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
当
初
か
ら
⽛
茗

渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
を
全
国
展
開
し
て
、
基
盤
整
備
と
充

実
を
図
り
、
次
い
で
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画
⽜
を
策
定
し
、

本
会
運
営
の
基
本
大
綱
と
し
て
現
在
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
総
会
で
述
べ
た
、
茗
渓
会
館
の
全
館
空
調
設
備
の
大
型

修
繕
工
事
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
に
重
く
の
し
掛

か
っ
て
い
た
公
益
目
的
財
産
の
費
消
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度

を
も
っ
て
（
⚑
年
の
短
縮
）
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

⚕
年
計
画
で
実
施
し
た
⽛
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
の
成
果
で
も
あ

り
、
全
国
会
員
を
は
じ
め
本
会
関
係
各
位
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ

と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
⽛
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
⽜
の
新
設
は

大
き
な
貢
献
を
齎
し

も
た
ら

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
今
後
も
継
続
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
本
会
が
当
面
す
る
⚓
つ
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
会
の
諸
々
の
事
業
活
動
の
中
で
唯
一
立
ち
遅
れ
、
道
半
ば
で

あ
る
の
が
財
政
の
健
全
化
で
す
。
具
体
的
に
は
、
会
員
・
年
会
費

納
入
率
の
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
す
。

本
日
、⽛
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
総
括
的
報
告
⽜
が
な
さ
れ
ま
す

が
、
昨
年
の
会
費
納
入
率
が
⚙
％
（
全
国
平
均
）
に
落
込
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
年
会
費
納
入
総
額
が
約
20
年
前
の
ほ
ぼ
60
％
弱
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
プ
ラ
ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル
に
転
換
す

る
こ
と
が
、
本
会
の
自
助
努
力
必
須
の
要
諦
で
あ
る
こ
と
は
言
を

ま
ち
ま
せ
ん
。

本
年
⚑
月
の
本
部
理
事
会
で
は
、
理
事
各
々
が
年
間
を
通
し
て
、

⚓
名
程
度
の
会
員
増
・
会
費
納
入
者
増
の
勧
誘
活
動
の
努
力
を
数

年
間
に
わ
た
っ
て
行
う
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

代
議
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
か
り
て
お
願
い
を
い
た
し
ま

す
。
各
地
域
組
織
等
に
お
か
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
等
の
実

状
に
合
わ
せ
て
、
会
員
増
、
年
会
費
納
入
率
向
上
へ
の
お
力
添
え

を
切
望
す
る
次
第
で
す
。

本
件
の
事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
部
と
し
て
常
務
理
事

が
陣
頭
責
任
者
と
し
て
そ
の
任
に
当
り
ま
す
。
本
日
の
報
告
事
項

の
中
で
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
⚒
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
明
治
維
新
150
年
の
節
目
に
当
り
ま
す
。
茗
渓
の
創
基
は

明
治
維
新
と
と
も
に
歩
調
を
併
せ
て
発
展
・
寄
与
し
て
き
た
歴
史

的
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

来
年
に
は
、
皇
位
継
承
、
改
元
等
々
、
ま
た
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
に

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
が
あ
り
、
時
代
の
変

化
の
波
は
大
小
様
々
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
世
の
多
様
化
に

も
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⚒
⚐
⚒
⚒
年
に
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
本
年
⚑
月
、

本
部
理
事
会
は
〝
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
準
備
室
〟
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
意
義
は
、
150
年
の
歴
史
の
中
で
、
時
代
を
乗
り
越

え
て
本
会
が
連
綿
と
活
動
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
茗
渓
の
先
達
に
思
い
を
馳
せ
、
レ
ガ
シ
ー
を
大
切

に
し
て
、
将
来
に
亘
り
本
会
の
新
た
な
発
展
を
期
す
る
意
義
あ
る

記
念
事
業
を
興
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

茗
渓
の
仲
間
に
役
立
ち
、
よ
り
絆
を
深
め
る
互
助
の
事
業
と
し

て
、
ま
た
、
次
世
代
へ
の
伝
統
継
承
の
事
業
と
し
て
計
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

代
議
員
の
皆
様
や
各
地
域
組
織
等
か
ら
の
企
画
の
要
望
な
ど
を

是
非
本
部
事
務
局
の
記
念
事
業
準
備
室
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

こ
れ
ら
の
記
念
事
業
は
、
全
国
会
員
の
皆
様
と
共
に
茗
渓
の
精

神
を
共
有
し
な
が
ら
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
前
倒
し
の
事
業
と
し
て
⚒
つ
の
企
画
が
進
行
し
て
い
ま

す
。

⑴

占
春
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⚒
⚐
⚒
⚐
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
に
、

嘉
納
治
五
郎
先
生
像
の
あ
る
大
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
の
占
春
園
を
再
生

さ
せ
る
事
業
で
す
。

⑵

茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
設
立

本
年
⚗
月
発
会
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
本
会
組
織
委
員
会
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
⚑
年
間
に
亘
っ
た
献
身
的
な
ご
尽
力
に
対
し
、

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

第
⚓
の
課
題
が
、
今
述
べ
ま
し
た
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

の
発
足
で
す
。

現
在
、
同
窓
の
多
数
の
方
々
が
多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
同
窓
会
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
ず
し
も
十

分
で
な
い
実
状
で
す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中

期
将
来
計
画
⽜
の
中
で
、
教
育
界
以
外
の
も
う
ひ
と
つ
の
業
界
な

ど
の
柱
を
建
て
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。

産
業
界
等
を
中
心
と
し
た
、
情
報
交
換
等
の
互
助
事
業
を
推
進

で
き
る
新
し
い
中
核
的
な
組
織
の
発
足
が
、
本
年
⚓
月
理
事
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
の
輝
け
る
発
展
の
礎
石
と
な
る
こ
と
を
希
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
本
会
の
身
近
な
課
題
等
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
ま
し
た
が
、

理
事
会
は
一
丸
と
な
っ
て
本
会
発
展
の
た
め
に
渾
身
の
努
力
を
し

て
お
り
ま
す
。

代
議
員
の
皆
様
、
全
国
地
域
組
織
等
の
皆
様
に
は
、
茗
渓
会
の

一
層
の
発
展
の
た
め
に
、
特
段
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
て
私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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日
頃
よ
り
、
貴
会
か
ら
の
本
学
へ
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
貴
会
の
平
成
30
年
度
の
定
時
総
会
に
際
し
て
、
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
は
激
動
す
る
世
界
の
中
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

我
が
国
の
状
況
、
そ
の
中
で
の
個
々
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
や
大
気
の
汚
染
、
大
震
災
・
大
災

害
の
発
生
、
貧
困
や
格
差
、
あ
る
い
は
教
育
環
境
に
関
す
る
問

題
な
ど
は
地
球
規
模
で
早
急
な
解
決
を
求
め
ら
れ
る
課
題
で
す
。

筑
波
大
学
は
昨
年
、
国
立
大
学
と
し
て
初
め
て
国
連
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ン
パ
ク
ト
に
加
盟
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
の
構
成
員
一
人

ひ
と
り
が
社
会
的
状
況
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
Sustainable

D
evelopm
entGoals（SD

Gs；

持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
課
題
）

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
来
、
日
本
の
経
済
を

支
え
て
き
た
企
業
に
お
い
て
、
様
々
な
不
正
が
発
覚
し
ま
し
た
。

信
頼
を
勝
ち
得
る
た
め
に
目
に
見
え
な
い
努
力
と
誠
実
さ
で
対
応

し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
業
務
の
遂
行
に
、
根
本
的
な
問
題
が
生
じ

て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
社
会
に
と
っ
て
そ
の
基
盤
を
構
築
し
、

維
持
し
続
け
る
た
め
に
最
も
重
要
な
公
正
さ
、
誠
実
さ
を
も
っ
た

信
頼
の
お
け
る
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
は
大
学
教
育
の
重
要
な
責

務
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
本
学
の
学
生
・
関
係
者
は
昨
年
度
も
大
い
に
活
躍
し
ま

し
た
。
蹴
球
部
は
天
皇
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
Ｊ
リ

ー
グ
所
属
の
⚓
チ
ー
ム
に
勝
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
大
き
な
旋
風
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
体
育
専
門
学
群
の
梶
原
悠
未
さ
ん
は
、
全

日
本
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会
で
⚔
種
目
制
覇
し
た
後
、
世
界
大

会
で
も
連
続
優
勝
し
、
大
学
院
体
育
学
専
攻
の
宮
地
秀
享
さ
ん
も

種
目
別
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
に
お
い
て
鉄
棒
で

優
勝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
⚒
⚐
⚒
⚐
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
共
生
社
会
の
推
進
を
目
指
し
て
⽛
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
総
合
推
進
室
⽜
を
設
置
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
に
向
け
た
全
学
的
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
⚔
月
11
日
に
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
お
い
て
、
茨
城
県
知
事
、

つ
く
ば
市
長
と
共
に
、
ス
イ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
と
ス
イ
ス
選

手
団
事
前
キ
ャ
ン
プ
基
本
合
意
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
今
後
も
大

学
の
も
っ
て
い
る
資
源
を
活
か
し
て
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
国
際

社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
建
学
以
来
の
特
長
で
あ
り
強
み
で
あ
る
⽛
国
際
性
⽜

と
⽛
学
際
性
⽜
を
軸
に
、
教
育
、
研
究
、
経
営
・
運
営
の
面
で
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ら
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
な
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
⽛
ス
ー
パ
ー
・
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
事
業
⽜
は
昨
年
度
行
わ
れ
た
中
間
評
価
に
お

い
て
は
、
ト
ッ
プ
型
13
大
学
中
⚒
大
学
に
だ
け
下
さ
れ
た
Ｓ
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
校
と
他
校
の
壁
を
感
じ
さ
せ
な
い

⽛Cam
pus-i n- Cam

pus

⽜
事
業
を
充
実
し
、
日
本
人
学
生
と
留
学

生
が
、
ま
た
教
職
員
と
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
の
教
職
員
が
、
自
由
闊

達
に
交
流
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
大
学
院
大
学
事
業
で
あ
る
⽛
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜、⽛
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
情
報
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
は
、

世
界
か
ら
志
願
し
て
き
た
学
生
た
ち
に
先
端
的
な
研
究
実
践
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
学
生
達
は
修
了
後
に
は

世
界
の
大
学
や
企
業
に
羽
ば
た
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
産
学
官

連
携
事
業
も
大
き
く
進
展
し
て
い
ま
す
し
、
つ
く
ば
駅
に
近
接
す

る
土
地
に
ア
リ
ー
ナ
を
建
設
す
る
計
画
も
進
ん
で
い
ま
す
。

大
学
に
お
け
る
す
べ
て
の
活
動
は
、
現
在
の
社
会
情
勢
や
将
来

の
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
い
描
き
、
ま
た
そ
の
実
現
の
た
め
に

解
決
す
べ
き
課
題
の
認
識
と
解
決
策
を
生
み
出
す
考
察
を
抜
き
に

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
常
に
来
る
べ
き
未
来
を
想
像
し
、
本

学
ら
し
い
解
決
策
を
社
会
に
先
駆
け
て
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
う
し
た
努
力
が
本
学
の
存
在
意
義
を
一
層
明
確
化
す
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。

茗
渓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
本
学
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度

茗
渓
会
定
時
総
会

ご

挨

拶

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

永

田

恭

介

（
代
読
筑
波
大
学
副
学
長
清
水

諭
)
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
(平
成
30
年
度
)

第
７
回
定
時
総
会
議
事
(要
旨
)

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
⚗
回
定
時
総
会
は
、

平
成
30
年
⚕
月
24
日
(木
)13
時
30
分
か
ら
茗
渓

会
館
⚒
階
⽛
茗
渓
⽜
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
高
野
常
務
理
事
よ

り
代
議
員
総
数
99
名
の
う
ち
、
出
席
63
名
、
委

任
状
に
よ
る
出
席
24
名
、
合
計
87
名
の
出
席
が

あ
り
、
定
款
第
17
条
に
よ
り
定
時
総
会
は
、
成

立
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関

連
法
人
の
筑
波
学
都
資
金
財
団
か
ら
⚓
名
の
出

席
を
了
解
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶

江
田
理
事
長
か
ら
、
新
法
人
に
移
行
し
て
⚗

年
間
、
構
造
改
革
や
機
能
刷
新
に
注
力
し
、⽛
茗

渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜
を
全
国
展
開
し
て

基
盤
整
備
と
充
実
を
図
り
、
次
い
で
本
会
運
営

の
基
本
大
綱
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中
期
将
来
計
画
⽜

を
策
定
し
て
現
在
の
歩
み
を
進
め
て
お
り
、
平

成
29
年
度
に
は
茗
渓
会
館
の
大
型
改
修
工
事
が

無
事
終
了
し
た
と
と
も
に
公
益
目
的
財
産
の
費

消
が
⚑
年
短
縮
し
て
完
了
し
た
こ
と
、
ま
た
、

本
会
の
当
面
す
る
⚓
つ
の
課
題
（
財
政
の
健
全

化
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
、
茗
渓
・
筑
波

産
業
人
倶
楽
部
の
発
足
）
に
つ
い
て
縷
々
述
べ

ら
れ
、
理
事
会
は
一
丸
と
な
っ
て
本
会
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
お
り
、
地
域
組
織
等
の
皆
様

に
は
本
会
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
特
段
の
ご

理
解
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。（
Ｐ
⚔
参
照
）

続
い
て
筑
波
大
学
長
は
、
公
務
と
重
な
り
欠

席
さ
れ
た
の
で
、
清
水
副
学
長
か
ら
学
長
祝
辞

が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｐ
⚕
参
照
）

議
長
就
任
、
開
会
宣
言
及
び
議
事
録
署
名
人

常
務
理
事
か
ら
、
定
款
第
15
条
に
よ
り
理
事

長
が
議
長
に
つ
き
、
次
い
で
、
議
長
か
ら
、
第

⚗
回
定
時
総
会
を
開
催
す
る
と
の
開
会
宣
言
が

あ
り
ま
し
た
。
定
款
第
19
条
に
よ
り
議
事
録
は

議
長
及
び
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
議
事
録

署
名
人
⚒
名
が
署
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
、
本
総
会
選
出
の
議
事
録
署

名
人
⚒
名
は
、
中
村
穎
司
代
議
員
と
三
橋
浩
志

代
議
員
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

審
議
事
項

第
⚑
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
決
算

書
類
及
び
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
議
案
は
一
括
提
案
説
明
、
一

括
審
議
、
一
括
承
認
の
流
れ
で
諮
り
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
、
次
い
で
、
常
務
理
事
か
ら
29
年

度
の
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
、
岩
田
局
長
代
理

か
ら
29
年
度
予
算
・
実
績
対
照
表
、
貸
借
対
照

表
、
財
産
目
録
、
注
記
事
項
、
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
財
務
諸
表
附
属
明
細
書
、
財
務
諸
表

に
対
す
る
注
記
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
説

明
が
あ
り
、
飯
塚
監
事
か
ら
、
29
年
度
会
計
期

間
に
お
け
る
会
計
・
業
務
の
監
査
結
果
は
、
法

令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
く
適
正
と

認
め
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

常
務
理
事
か
ら
平
成
29
年
度
公
益
目
的
支
出
計

画
実
施
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
、
岩
田
局
長
代

理
か
ら
29
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告

書
の
概
要
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、

飯
塚
監
事
か
ら
29
年
度
会
計
期
間
に
お
け
る
公

益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
の
監
査
結
果
は
、

法
令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
く
適
正

と
認
め
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
以
上
を

受
け
て
、
議
長
が
、
本
議
案
を
一
括
し
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
⚒
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
予
算
(案
)に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
議
案
は
一
括
提
案
説
明
、
一

括
審
議
、
一
括
承
認
の
流
れ
で
諮
り
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
常
務
理
事
か
ら
30

年
度
事
業
計
画
(案
)に
つ
い
て
、
ま
た
、
岩
田

局
長
代
理
か
ら
30
年
度
予
算
(案
)に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
提
案
説
明
が
あ
り
、
議
長
か
ら
、
本

議
案
を
一
括
し
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
⚓
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
役
員
は
、
定
款
第
22
条
第
⚑
項

に
よ
り
本
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る

が
、
今
回
の
人
事
案
件
は
、
任
期
⚒
年
の
任
期

満
了
に
伴
う
理
事
候
補
者
25
名
及
び
監
事
候
補

者
⚓
名
の
選
任
で
あ
る
と
し
て
候
補
者
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
、
社
員
総
会
選
挙
規
程
第
26
条

に
よ
り
候
補
者
ご
と
に
選
任
の
採
決
が
諮
ら
れ

た
結
果
、
左
記
の
方
が
異
議
な
く
賛
成
多
数
で

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
各
候
補
者

は
そ
の
就
任
を
承
諾
し
ま
し
た
。

①
理
事
（
任
期
：
平
成
30
年
⚕
月
24
日
か
ら
平

成
32
年
定
時
総
会
終
結
ま
で
）
25
名

阿
江
通
良
、
新
井
達
郎
、
井
口
武
雄
、

鵜
澤

力
、
江
田
昌
佑
、
大
澤
義
明
、

川
田
孝
一
、
河
本

武
、
佐
藤

忍
、

柴
田

淳
、
高
野

力
、
髙
橋
基
之
、

田
代
淳
一
、
田
中
正
造
、
西
川
綾
子
、

福
岡
一
雄
、
宮
尾

徹
、
百
瀬
明
宏
、

渡
部
史
人
、
真
田

久
、
早
川
源
一
、

平
野
正
美
、
廣
田
則
夫
、
守
橋
健
二
、

矢
野
正
人

②
監
事
（
任
期
：
平
成
30
年
⚕
月
24
日
か
ら
平

成
32
年
定
時
総
会
終
結
ま
で
）
⚓
名

飯
塚
良
成
、
小
島
和
雄
、
小
泉
淑
子

高野 力 常務理事

岩田敏昭 局長代理

飯塚良成 監事



報
告
事
項

⑴
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
年
⚑
月
、
茗
渓
創
基
150
年
記

念
事
業
の
準
備
室
を
設
置
し
た
が
、
早
期
に
実

行
委
員
会
に
切
り
か
え
て
対
応
し
た
い
、
記
念

事
業
は
、
茗
渓
創
基
150
年
の
⚒
⚐
⚒
⚒
年
を
中

心
と
し
て
茗
渓
創
基
150
年
記
念
式
典
等
を
行
い
、

⚒
⚐
⚓
⚒
年
ま
で
に
茗
渓
創
基
150
年
誌（
仮
称
）

の
編
纂
を
予
定
し
た
い
、
ま
た
、
企
画
と
し
て

は
、
前
倒
し
事
業
と
し
て
⽛
占
春
園
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
⽜
と
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

の
設
立
⽜
を
、
そ
の
他
の
企
画
と
し
て
は
、
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
人
名
鑑
（
茗
渓
関
係
）、
茗

渓
運
動
部
関
係
部
史
～
成
立
と
現
状
～
等
々
を

考
え
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
望
ま
れ
る
企

画
案
が
あ
れ
ば
提
案
願
い
た
い
と
の
要
請
が
あ

っ
た
。

⑵
財
政
の
健
全
化
の
提
案

常
務
理
事
か
ら
、
配
布
資
料
に
基
づ
き
財
政

の
健
全
化
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
了

承
さ
れ
た
。

⑶
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
最
終
報
告
に
つ

い
て井

口
副
理
事
長
か
ら
、
平
成
25
年
度
か
ら
⚕

年
計
画
で
⚓
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
始
め
ら
れ
た

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
は
、
昨
年
度

で
終
了
し
、
会
員
登
録
増
及
び
会
費
等
の
収
入

増
は
課
題
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
諸
経
費

削
減
に
つ
い
て
は
目
標
を
達
成
し
た
と
の
最
終

報
告
が
あ
っ
た
。

⑷
地
域
組
織
等
活
動
の
活
性
化
及
び
茗
渓
・
筑

波
産
業
人
倶
楽
部
の
設
立
に
つ
い
て

川
田
組
織
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
茗
渓
会
の

同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
拡
充
を
推
進
す

る
た
め
、
地
域
組
織
等
の
新
た
な
活
性
化
を
目

指
し
て
精
力
的
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

本
年
⚓
月
の
理
事
会
で
産
業
界
等
を
中
心
と
し

た
新
た
な
組
織
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜

を
設
置
し
、⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
規
約
⽜

を
制
定
し
た
こ
と
、
ま
た
、
今
後
は
各
地
域
組

織
等
と
の
連
携
を
踏
ま
え
つ
つ
、
首
都
圏
、
中

京
圏
、
近
畿
圏
、
北
海
道
・
東
北
圏
、
中
国
・

四
国
圏
、
九
州
圏
、
国
際
組
織
に
お
け
る
活
動

を
展
開
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

諸
連
絡
等

⑴

会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
等
に
つ
い
て

室
岡
大
塚
事
務
所
長
か
ら
会
員
登
録
状
況
、

会
費
納
入
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

⑵

各
地
域
組
織
か
ら
の
提
出
・
報
告
・
連
絡

文
書
に
つ
い
て

室
岡
所
長
か
ら
、
各
地
域
組
織
等
か
ら
の

連
絡
文
書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑶

関
連
法
人
の
役
員
紹
介
等
に
つ
い
て

室
岡
所
長
か
ら
、
関
連
法
人
で
あ
る
一
般

財
団
法
人
筑
波
学
都
資
金
財
団
の
細
田
克
男

氏
、
福
田
滋
氏
及
び
信
太
郁
夫
氏
の
紹
介
が

あ
り
、
配
布
資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
に
よ

り
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー
及
び
筑
波
大
学
学
生

宿
舎
の
概
要
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
、
茗
渓
学
園
中
学
校
高
等
学
校
の
学
校
要

覧
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

第
43
回
理
事
会
報
告

（
新
理
事
、
新
監
事
の
紹
介
）

理
事
長
か
ら
、
新
役
員
に
よ
る
第
43
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
長
に
は
江
田
理
事
が
選

出
さ
れ
、
副
理
事
長
に
は
井
口
理
事
と
阿
江
理

事
、
ま
た
常
務
理
事
に
は
高
野
理
事
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
退
任
さ
れ

た
理
事
及
び
新
任
の
理
事
並
び
に
退
任
さ
れ
た

監
事
及
び
新
任
の
監
事
は
、
次
の
方
で
あ
る
と

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
退
任
理
事
：
西
川

潔
、
加
藤
充
宏
、

五
味
田

優
、
坂
下
辰
夫
、
守
屋
正
彦

◎
新
任
理
事
：
真
田

久
、
早
川
源
一
、

平
野
正
美
、
廣
田
則
夫
、
守
橋
健
二
、

矢
野
正
人

◎
退
任
監
事
：
田
路
至
弘

◎
新
任
監
事
：
小
泉
淑
子

閉

会

江
田
理
事
長
か
ら
閉
会
宣
言
が
な
さ
れ
総
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
⚔
階
に
移
し
て

会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
江
田
理
事
長
に
よ

る
挨
拶
、
出
席
者
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

井口武雄 副理事長

川田孝一 組織委員長

室岡和彦 大塚事務所長
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平成29年度決算報告

貸借対照表
平成30年年⚓月31日

（単位：千円)

科 目 平成29年度

Ⅰ 資産の部

⚑．流動資産

現金預金

未収消費税

前払費用

流動資産合計

⚒．固定資産

固定性預金

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

固定資産合計

109,968

944

0

110,912

246,486

727,653

3,999

2,496

688

314,776

1,296,098

資産合計 1,407,009

Ⅱ 負債の部

⚑．流動負債

前受金

未払法人税

未払消費税

預り金

流動負債合計

⚒．固定負債

長期借入金

退職給与引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕費積立金

固定負債合計

21,870

8,590

0

402

30,862

0

4,499

26,600

1,410,000

1,000

1,442,099

負債合計 1,472,961

Ⅲ 正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

△65,951

△65,951

負債及び正味財産合計 1,407,009

正味財産増減計算表
平成29年⚔月⚑日から平成30年⚓月31日

（単位：千円)

科 目 平成29年度
Ⅰ 一般正味財産増減の部
⚑ 経常増減の部
⑴ 経常収益
基本財産運用収益

地代収入
建物賃貸収入

会費収入
正会員受取会費
茗渓フェロー会費

事業収益
委託料収入
公告料収入

寄附金
寄附金収入

退職給付引当金取崩収入
退職給付引当金戻入益

雑収益
受取利息
駐車場利用収入
雑収益

経常収益計
⑵ 経常費用
事業費

給与手当費
式典事業費
旅費交通費
負担金
通信運搬費
印刷製本費
水道光熱費
業務委託費
租税公課
修繕費
火災保険料
支払利息
助成金
退職給付費用

管理費
監事報酬
臨時雇賃金
退職金
福利厚生費
総会諸費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
什器備品費
消耗品費
印刷製本費
集金費
諸謝金
負担金
会員データ管理費
渉外費
賃借料
減価償却費
租税公課
雑費

経常費用計
当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部
⑴ 経常外収益
経常外収益計
⑵ 経常外費用

固定資産除却損
経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

58,900
24,076

18,842
2,482

2,612
3,890

10,302

0

19
1,745
1,496

124,365

22,174
444
747
260

6,654
3,398
2,561
5,282

22,111
4,465

731
0

9,822
1,723

100
549

0
34

1,240
449
961

1,621
612
260
603

2,186
788
48

2,955
136
760

35,017
8,590

24
137,304

△12,940

0

0

0
0

△12,940
△53,012
△65,951

Ⅱ 正味財産期末残高 △65,951

収支計算書
平成29年⚔月⚑日～平成30年⚓月31日

（単位：千円)

Ⅰ 事業活動収支の部

⚑．事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

茗渓フェロー収入

事業収益

地代収入

賃貸料収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

寄付金収入

雑収入

駐車場利用収入

受取利息収入

雑収入

退職給付引当預金取崩収入

退職給付引当預金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

21,324

18,842

2,482

89,478

58,900

24,076

2,612

3,890

10,302

10,302

3,261

1,745

19

1,496

0

0

124,365

87,239

13,326

0

100,565

23,800
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平成30年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
⚑．事業計画のねらい

⑴ 本年度は一般社団法人移行後⚗年目にあたり、将来を見通し、さらに事業を円滑に進めるための計画を実施する。
⑵ 茗溪会館の利活用を安定・向上させることを重点事業と捉え取り組む。
⑶ 平成28年作成の中期将来計画に基づき、継続して将来を見通し事業を展開する。
⑷ 地域組織等の活動の充実・活性化事業を推進する。
⑸ 新規会員の獲得・正会員の増加及び会費納入率アップのための組織的・計画的な活動を推進する。
⚒．事業の目的（定款第⚓条）

会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、学術、文化、
教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資する事を目的とする。
⚓．事業の内容（定款第⚔条）

⑴ 会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業
① ⽛茗渓・筑波産業人倶楽部⽜の設立 ② ホームページの充実による交流促進
③ 追悼のつどいの実施

⑵ 定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業
① 季刊誌⽛茗渓⽜の発行…年⚔回

⑶ 研修会、講演会、公開講座等会員その他の教養向上と地域社会への貢献に資する事業
① 公開講座の実施 ② 地域組織等主催による公開講座への助成

⑷ 学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業
① 学生諸活動への助成事業

⑸ 財産の管理・運営に関する事業
① 茗溪会館の利活用を安定・向上させる事業

⑹ 教育の振興、普及活動に資する事業
① 筑波大学側と地域組織等との交流 ② 筑波大学就職ガイダンスへの協力
③ 教職受験対策研修会の開催

⑺ 茗渓創基150年記念事業の準備
⑻ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
⚔．前項の各事業は、全国において行うものとする

平成30年度予算書 平成30年⚔月⚑日～平成31年⚓月31日 （単位：千円)

科 目 30年度予算

Ⅰ 事業活動収支の部
⚑．事業活動収入
⑴ 事業活動収入

会費収入
正会員会費収入
フェロー収入

事業収益
地代収入
建物賃貸収入
委託料収入
広告料収入

寄付金収入
寄付金収入

雑収入
駐車場利用収入
受取利息収入
その他雑収入

退職給付引当金取崩
退職給付引当金取崩

事業活動収入計

21,324
18,842
2,482

90,577
58,900
25,175
2,612
3,890

100
100

3,261
1,745

19
1,496

0
0

115,262

科 目 30年度予算

⑵ 事業活動支出
事業費支出

給料手当支出
助成金支出
式典費支出
旅費交通費支出
負担金支出
通信運搬費支出
印刷製本費支出
租税公課支出
業務委託費支出
光熱水料費支出
火災保険料支出
修繕費支出

管理費
監事報酬
給料手当
臨時雇賃金
退職金支出
福利厚生費

81,321
22,700
5,400

444
700
250

6,654
3,398

30,701
5,282
2,561

731
2,500

13,278
150

0
250

0
34

科 目 30年度予算

総会諸費支出

会議費支出

旅費交通費支出

通信運搬費支出

集金費支出

什器備品費支出

消耗品費支出

印刷製本費支出

会員データ管理費支出

諸謝金支出

負担金支出

渉外費支出

賃借料支出

雑支出

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

1,240

650

961

1,621

2,186

612

260

603

2,955

788

48

136

760

24

0

94,599

20,663
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一般社団法人 茗渓会 理事
組織委員会
委員長 川 田 孝 一

(昭和39年卒教大総農科)
“茗溪･筑波産業人倶楽部は、全国の仲間や筑波大学

卒業生に役立ち、勇気を与える活動を目指します！”
〒194-0045 町田市南成瀬5-29-6

TEL 042-728-5423
連絡先 桜美林大学入試事務室 相談役

TEL 042-797-6196

学校法人 茗溪学園
茗溪学園中学校高等学校

国際バカロレアDPコーススタート
理事長 中 川 喜久治
校 長 田 代 淳 一

(昭和59年筑波大修士教育研究科･理科)
〒305-8502 つくば市稲荷前1-1

TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会
事務局長 髙 野 力

(昭和48年卒教大農木工)
大塚事務所長 室 岡 和 彦

(昭和44年卒教大数)(平成1年卒筑修教)

筑波事務所長 立 山 雅 博

一般社団法人 茗渓会 副理事長
日本体育大学 教授

教育学博士 阿 江 通 良
(昭和48年卒教大体育)

日本体育大学
〒158-8508 東京都世田谷区深沢7-1-1

TEL 03-5706-0826 E-mail:ae@nittai.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒教大体)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱

〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9
TEL 03-3259-3111

一般財団法人 筑波学都資金財団

理事長 田 中 正 造
(昭和36年卒教大・健)

〒305-0005 つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5152

一般社団法人 茗渓会 理事
株式会社 ユーハイム

代表取締役
会長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学科)

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6-2-9

一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学
副 学 長 佐 藤 忍

(昭和60年卒筑博生物)

〒305-8572 つくば市天王台1-1-1 生命環境系
TEL 029-853-4672

E-mail:sato.shinobu.ga@u.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

柴 田 淳
昭和52年卒教大体
昭和56年卒筑修体 
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会
秋田茗渓会

支部長 越後谷 真 悦
(昭和55年筑体育)

事務局長 小 林 大 輔
(平成11年卒筑一自然)

〒010-0101 秋田県潟上市天王字追分西26番地の⚑
秋田県立秋田西高等学校内

一般社団法人 茗渓会
山形茗渓会

支部長 津 田 浩
(昭和58年卒筑一自)

事務局長 仁 藤 誠
(平成⚒年卒筑体)

〒990-2492 山形市鉄砲町2-10-73

平成30年(2018年)

一般社団法人 茗渓会



一般社団法人 茗渓会 理事
福岡経営労務事務所

所長
社会保険労務士 福 岡 一 雄

(昭和32年卒教大法政)

〒125-0042 東京都葛飾区金町3-27-3
TEL 047-361-2618 FAX 047-361-2643

一般社団法人 茗渓会 監事

飯 塚 良 成
(昭和63年卒慶大商)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会
石川茗渓会

支部長 濱 辺 正 実
(昭和53年卒筑体)

幹事長 松 本 彰
(昭和50年卒教大体)

〒921-8034 金沢市泉野町3-7-11

一般社団法人 茗渓会
三重茗渓会

会 長 阿 形 克 己
(昭和57年卒筑体)

三重県立稲生高等学校 校長
Email mie@meikei.or.jp

一般社団法人 茗渓会
岡山茗渓会

支部長 長 尾 隆 史
(昭和55年卒筑体)

事務局長 黒 住 伸 吾
(昭和56年卒筑体)

〒703-8278 岡山市中区古京町2-2-21

一般社団法人 茗渓会
愛媛茗渓会

会 長 八 木 俊 博
(昭和57年卒筑体)

事務局長 渡 㞞 洋 人
(昭和59年卒筑三社工)
〒790-8521 松山市持田町2-2-12

愛媛県立松山東高等学校内
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◆
占
春
園
と
は

⚑
月
に
、
茗
渓
会
館
で
行
わ
れ
た
会
議
に
出
席
し
た
時
、
東
京

教
育
大
学
卒
の
先
輩
方
が
占
春
園
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
な
さ
っ

て
い
ま
し
た
。
筑
波
大
学
卒
の
私
に
は
⽛
せ
ん
し
ゅ
ん
え
ん
⽜
の

読
み
方
さ
え
も
わ
か
ら
な
い
、
未
知
の
存
在
で
し
た
。

⽛
こ
こ
か
ら
す
ぐ
だ
か
ら
、
昼
休
み
に
行
っ
て
み
る
と
良
い
。
春

を
ひ
と
り
占
め
で
き
る
庭
だ
か
ら
占
春
園
と
言
う
ん
で
す
。⽜

こ
の
一
言
で
庭
園
を
見
た
く
な
っ
て
昼
食
を
早
め
に
済
ま
せ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
大
学
前
を
通
っ
て
、
現
れ
た
の
が
庭
園
と
い
う
よ
り

も
木
々
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
暗
い
森
で
し
た
。

⽛
こ
れ
が
占
春
園
。ど
う
み
て
も
ス
テ
キ
な
庭
園
と
は
思
え
な
い
。

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
可
哀
想
な
庭
…
⽜
そ
れ
が
私
の
第
一
印
象

で
し
た
。

周
辺
に
あ
る
石
碑
や
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
調
べ
る
と
、
徳
川
光
圀

の
異
母
兄
弟
で
あ
る
松
平
頼
元
が
上
屋
敷
を
構
え
た
庭
園
の
名
残

で
、
江
戸
の
三
名
園
（
青
山
の
池
田
邸
、
溜
池
の
黒
田
邸
）
の
一

つ
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
園
内
に
は
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
銅
像

や
、
昭
和
天
皇
行
幸
の
記
念
碑
も
あ
る
由
緒
正
し
い
庭
園
で
し
た
。

現
在
で
は
、
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の
自
然
観
察
の
場
と
な
っ
て
、

所
有
は
筑
波
大
学
、
管
理
は
文
京
区
も
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

◆
日
本
庭
園
の
視
点
か
ら

そ
の
後
、
春
に
な
っ
て
か
ら
日
本
庭
園
研
究
家
の
友
人
と
事
務

局
と
共
に
、
再
び
占
春
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
友
人
い
わ
く
、

⽛
日
本
庭
園
に
あ
り
え
な
い
植
物
が
い
っ
ぱ
い
。
ま
ず
は
不
要
な

植
物
の
掃
除
か
ら
だ
ね
。
全
体
が
見
違
え
る
よ
う
に
明
る
く
な
り

ま
す
よ
。⽜
不
要
な
植
物
の
除
去
、
樹
木
が
倒
れ
て
来
そ
う
な
土
留

め
の
改
修
、
池
の
浚
渫
な
ど
す
べ
き
こ
と
が
山
の
よ
う
で
す
。

◆
歴
史
の
情
報
不
足

目
指
し
た
い
の
は
日
本
庭
園
の
復
元
で
す
。
江
戸
時
代
の
情
報

を
集
め
て
、
庭
園
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
代
の
よ
う
に
春
を
ひ
と
り

占
め
で
き
る
よ
う
な
、
花
木
が
咲
く
庭
に
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

水
戸
藩
に
も
関
係
す
る
の
で
水
戸
市
立
博
物
館
の
前
館
長
に
聞
い

て
み
ま
し
た
が
情
報
な
し
。
文
京
区
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
に
問
い

合
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
こ
ち
ら
も
ダ
メ
。
先
輩
方
か
ら
占
春

園
に
関
す
る
情
報
を
大
募
集
し
て
、
歴
史
の
扉
を
開
け
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
最
大
の
難
関
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
今
後
の
予
定

占
春
園
の
再
生
に
つ
い
て
多
く
の
方
か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
、

皆
様
の
思
い
を
庭
園
の
再
生
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
、

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
、
バ
ッ

ハ
会
長
が
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
銅
像
を
訪
問
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
夏
ま
で
に
入
り
口
か
ら
銅
像
ま
で
は
何

と
か
し
た
い
、
と
事
務
局
か
ら
伺
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
茗
渓
会
だ
け
で
で
き
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筑
波

大
学
関
係
は
も
と
よ
り
、
東
京
都
や
文
京
区
な
ど
地
域
住
民
の
ご

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
文
化
的
・
教
育
的
利
活
用
を
は
か
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
組
織
と
調
整
を
は
か
り

な
が
ら
歴
史
（
松
平
頼
元
関
係
）
や
日
本
庭
園
の
情
報
収
集
、
現

況
調
査
お
よ
び
現
場
作
業
の
工
程
管
理
、
情
報
発
信
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
茗
渓
会
総
会
に
お
い
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
も
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
私
も
水
戸
か
ら
東
京
に
通
う
の
は
か
な
り
の
試
練
と
思
い
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
も
人
手
が
必
要
な
お
り
に
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
で
春
の
花
咲
く
占
春
園
で
園
遊
会
が
開

け
る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

 

 





























































占
春
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

茗
渓
会
理
事

水
戸
市
植
物
公
園
園
長

西
川
綾
子

前
号
の
⽛
占
春
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
者
ご
芳
名
⽜

の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
)

（
正
）
五
十
嵐
治
也

（
誤
）
五
十
嵐
浩
也

（
正
）
髙
田

博
志

（
誤
）
髙
田

博
史

（
正
）
内
野

晴
喜

（
誤
）
内
藤

晴
喜

（
正
）
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

（
誤
）
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

秋
山
富
雄

（
正
）
東
京
教
育
大
駒
場

（
誤
）
東
京
教
育
大
駒
場

林
学
会

木
桜
会

2018年⚓月の占春園

【
お
願
い
】

占
春
園
に
関
す
る
古
い
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

平
成
29
年
⚔
月
に
発
行
さ
れ
た
本
誌
第
⚑
⚐
⚙
⚓
号
に
掲
載
さ

れ
た
茗
渓
会
常
務
理
事
高
野
力
氏
の
⽛⽛
宣
揚
歌
⽜
誕
生
物
語
⽜
は
、

大
正
⚘
(⚑
⚙
⚑
⚙
)年
12
月
に
最
高
潮
と
な
っ
た
東
京
高
等
師
範

学
校
の
大
学
昇
格
運
動
と
そ
の
中
で
誕
生
し
た
⽛
宣
揚
歌
⽜
桐
の

葉
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞

は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
、
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
先
駆
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
て

醒
め
て
立
て
男
子
ぞ
我
等

二
、
日
の
本
の
教
え
の
庭
に

い
と
高
き
学
舎
や
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

（
作
詞

大
和
資
雄
)

一
方
、
本
年
⚑
月
に
発
行
さ
れ
た
本
誌
第
⚑
⚐
⚙
⚖
号
に
掲
載

さ
れ
た
⽛
特
集
人
間
嘉
納
治
五
郎
を
語
る
⽜
の
第
⚓
回
⽛
教
育

の
こ
と
、
天
下
こ
れ
よ
り
偉
な
る
は
な
し
～
教
育
者
と
し
て
の
嘉

納
治
五
郎
⽜
に
お
い
て
、⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

一
、
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
さ
き
が
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
て

醒
め
て
立
つ
男
の
子
ぞ
我
等

二
、
日
の
本
の
教
え
の
庭
に

い
と
高
き
学
び
舎
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

（
作
詞

大
和
資
雄
)

二
つ
の
歌
詞
を
比
べ
る
と
、⽛
先
駆
け
⽜／⽛
さ
き
が
け
⽜、⽛
醒
め

て
立
て
⽜／⽛
醒
め
て
立
つ
⽜、⽛
男
子
⽜／⽛
男
の
子
⽜、⽛
学
舎
や
⽜

／
⽛
学
び
舎
⽜
の
四
か
所
で
表
記
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⽛
宣
揚
歌
⽜
の
初
出

私
は
、
平
成
23
(⚒
⚐
⚑
⚑
)年
⚕
月
に
発
行
さ
れ
た
生
誕
150
周

年
記
念
出
版
委
員
会
編⽝
気
概
と
行
動
の
教
育
者

嘉
納
治
五
郎
⽞

（
筑
波
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
、
第
⚒
章
⽛
教
育
者
と
し
て
の
嘉

納
治
五
郎
⽜
第
⚓
節
⽛
大
学
へ
の
昇
格
運
動
⽜
を
執
筆
し
た
。
そ

の
な
か
で
、⽛
本
科
⚒
年
城
生
資
雄
が
作
詞
し
た
宣
揚
歌
⽝
時
は
来

れ
り
⽞⽜
の
歌
詞
を
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

一
、
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
さ
き
が
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
ゝ

醒
め
て
起
つ
男
の
子
ぞ
我
等

二
、
日
の
本
の
教
へ
の
道
に

い
と
高
き
学
び
舎
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
枯
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

拙
稿
の
表
記
は
、
現
時
点
で
⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
が
最
初
に
掲

載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
東
京
高
等
師
範
学
校
校
友
会
の
雑
誌

⽝
校
友
会
誌
⽞
第
66
号
⽛
宣
揚
号
⽜（
大
正
⚙
年
⚓
月
発
行
）
の
扉

の
裏
に
、
楽
譜
（
数
字
譜
）
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
た
⽛
宣
揚
歌
⽜

の
歌
詞
を
典
拠
と
し
た
（
13
頁
図
⽛
宣
揚
歌
⽜）。

先
の
⚒
つ
の
歌
詞
と
比
べ
た
時
、⽛
醒
め
て
立
て
(立
つ
）⽜／⽛
醒

め
て
起
つ
⽜、⽛
教
え
の
庭
に
⽜／⽛
教
へ
の
道
に
⽜、⽛
よ
し
涸
れ
よ
⽜

／
⽛
よ
し
枯
れ
よ
⽜
の
三
か
所
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
誌
に
は
、
12
月
15
日
に
行
わ
れ
た
⽛
第
⚕
回
学

 

 





























































⽛
宣
揚
歌
⽜
覚
書
き

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授

伊
藤
純
郎

生
大
会
⽜
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
会
場
演
壇
に
掲
げ
ら
れ
た
⽛
宣

揚
歌
⽜
の
歌
詞
は
、
次
の
よ
う
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
魁
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
ゝ

醒
め
て
立
つ
男
子
ぞ
吾
等

二
、
日
の
本
の
教
の
道
に

い
と
高
き
学
舎
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

こ
こ
で
は
⽛
魁
け
⽜、⽛
立
つ
⽜、⽛
吾
等
⽜、⽛
涸
れ
よ
⽜
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
⽛
宣
揚
歌
⽜
は
、
12
月
⚖
日
に
行
わ
れ
た
⽛
第

⚓
回
学
生
大
会
⽜
に
向
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⽛
宣
揚
歌
⽜
を
作
詞
し
た
城
生
（
の
ち
に
大
和
に
改
姓
）
資
雄
の

回
想
に
よ
る
と
、
大
正
⚘
年
12
月
⚕
日
の
午
後
、
実
行
委
員
会
本

部
に
呼
ば
れ
、⽛
明
朝
ま
で
に
宣
揚
歌
を
作
れ
と
頼
ま
れ
た
⽜
城
生

は
、⽛
新
聞
紙
に
筆
で
、⽛
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り
、
秋
来
な

ば
さ
き
が
け
散
ら
ん
⽜
の
歌
二
連
を
、⽛
人
も
知
る
茗
渓
の
水
、
よ

し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は
⽜
ま
で
、
一
気
に
書
き
上
げ
⽜、⽛
昔
の

早
慶
戦
の
応
援
歌
の
曲
譜
に
合
わ
せ
て
披
露
し
た
ら
⽜、⽛
た
ち
ま

ち
歌
声
が
室
中
に
満
ち
、
故
高
井
君
ら
が
早
速
こ
の
歌
詞
を
謄
写

し
た
。
そ
し
て
夕
食
の
時
そ
れ
が
食
堂
で
寮
生
に
配
ら
れ
、
故
横

尾
真
太
郎
君
が
ピ
ア
ノ
の
上
に
立
っ
て
音
頭
を
と
り
、
あ
れ
よ
と

い
う
ま
に
⽛
桐
の
葉
⽜
の
歌
声
は
全
寮
に
拡
ま
っ
て
し
ま
っ
た
⽜

と
い
う
（
大
和
資
雄
⽛⽛
桐
の
葉
⽜
の
歌
⽜、⽝
茗
渓
⽞
第
854
号
、
昭

和
37
年
⚗
月
）。

⽛
宣
揚
歌
⽜
は
、
最
初
、
新
聞
紙
に
記
さ
れ
、
そ
の
後
、
謄
写
版

の
も
の
が
寮
生
に
配
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
が
披
露
さ
れ
た
の
は
、
⚓
月
20
日

付
で
茗
渓
会
が
発
行
し
た⽝
教
育
⽞第
443
号（⽛
母
校
昇
格
運
動
号
⽜）

に
掲
載
さ
れ
た
本
科
⚓
年
市
村
清
次
郎⽛
昇
格
運
動
経
過
の
報
告
⽜

で
あ
る
。
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同
稿
で
は
、
第
⚓
回
学
生
大
会
で
⽛
高
唱
⽜
さ
れ
た
宣
揚
歌
⽝
時

は
来
れ
り
⽞
の
歌
詞
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
桐
の
葉
は
樹
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
魁
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
ゝ

醒
め
て
起
つ
男
子
ぞ
我
等

二
、
日
の
本
の
教
の
道
に

い
と
高
き
学
び
舎
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
涸
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は
。

そ
の
後
、⽛
宣
揚
歌
⽜
が
披
露
さ
れ
た
の
は
、
大
正
12
年
⚖
月
30

日
付
で
発
行
さ
れ
た
⽝
校
友
会
誌
⽞
第
73
号
で
あ
る
。
澁
谷
眞
衛

⽛
昇
格
問
題
の
回
顧
⽜
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
桐
の
葉
は
木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
さ
き
が
け
散
ら
ん
。

名
の
み
な
る
廃
墟
を
捨
て
ゝ

醒
め
て
起
つ
男
の
子
ぞ
吾
等
。

二
、
日
の
本
の
教
へ
の
道
に

い
と
高
き
学
び
舎
あ
り
と
。

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
。
枯
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は
。

以
上
か
ら
、
名
称
や
（⽛
桐
の
葉
⽜／⽛
時
は
来
れ
り
⽜）
や
歌
詞

な
ど
、⽛
宣
揚
歌
⽜
は
誕
生
直
後
か
ら
異
同
や
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
の
⽛
宣
揚
歌
⽜

⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
は
、
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

満
州
事
変
が
起
き
た
昭
和
⚖
(⚑
⚙
⚓
⚑
)年
10
月
30
日
付
で
発
行

さ
れ
た
東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
高
等
師
範
学
校
編
⽝
創
立
六
十

年
⽞（
東
京
文
理
科
大
学
）
に
掲
載
さ
れ
た
⽛
桐
の
葉
⽜
の
歌
詞
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
桐
の
葉

木
に
朽
ち
ん
よ
り

秋
来
な
ば
先
駆
け
散
ら
ん

名
の
み
な
る
廃
墟
を
す
て
ゝ

さ
め
て
立
つ
男
の
子
ぞ
我
等

二
、
日
の
本
の
教
へ
の
庭
に

い
と
高
き
学
び
舎
あ
り
と

人
も
知
る
茗
渓
の
水

よ
し
枯
れ
よ
濁
さ
ん
よ
り
は

注
目
し
た
い
こ
と
は
、⽛
教
へ
の
道
⽜
が
⽛
教
へ
の
庭
⽜
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
歌
わ
れ
て
い
る
⽛
宣
揚
歌
⽜
の
⽛
教

え
の
庭
⽜
は
、
こ
の
⽝
創
立
六
十
年
⽞
に
掲
載
さ
れ
た
歌
詞
を
受

け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、⽛
醒
め
て
起
つ
⽜
の
歌
詞
が
、
現
在
の
よ
う
な
⽛
醒
め
て

立
て
⽜
に
変
っ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
の
校
訂
を
行
っ
た
人
文
社
会
系
山
澤
学
准

教
授
に
よ
る
と
、
昭
和
30
年
⚗
月
に
発
行
さ
れ
た
⽝
東
京
文
理
科

大
学
閉
学
記
念
誌
⽞（
東
京
文
理
科
大
学
）
で
は
⽛
醒
め
て
起
つ
⽜

と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
32
年
⚓
月
に
茗
渓
会
出
版
部
が
編
集
し

た
⽝
茗
渓
歌
集
⽞
で
は
⽛
醒
め
て
立
て
⽜（⽛
先
馳
け
⽜）
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
昭
和
53
年
⚒
月
に
発
行
さ
れ
た
⽝
東
京
教
育
大
学

概
要

閉
学
記
念
特
集
⽞（
東
京
教
育
大
学
）に⽛
大

山
信
郎
現
学
長
⽜
が
作
詞
し
た
⚓
番
と
と
も
に
掲

載
さ
れ
た
⽛
桐
の
葉
（
宣
揚
歌
）⽜
で
は
⽛
醒
め
て

立
つ
⽜
で
あ
る
が
、
同
年
⚗
月
に
刊
行
さ
れ
た
鈴

木
博
雄⽝
東
京
教
育
大
学
百
年
史
⽞（
図
書
文
化
社
）

で
は
⽛
醒
め
て
起
て
⽜
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
後
の
刊
行
物
・
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
、⽛
醒
め

て
立
て
⽜／⽛
さ
め
て
た
て
⽜に
な
っ
た
と
い
う（
山

澤
学
⽛⽛
桐
の
葉
⽜
覚
書
⽜、
筑
波
大
学
日
本
史
研

究
会
⽝
会
誌
⽞
第
⚔
号
、
平
成
⚓
年
11
月
。
山
澤

学
⽛
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
展
示
ブ
ロ
グ

開
拓

者
よ
も
や
ま
話

第
⚙
講

校
友
の
愛
唱
歌
⽜、

http: //w
w
w
. tuli ps. tsukuba. ac.j p/exhi bi ti on/

bl og/i ndex. php?ei d=
172

、
平
成
25
年
11
月
12

日
）。

⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
は
、
時
代
の
な
か
で
変
化
を
と
げ
て
き
た
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
年
⚑
月
17
日
、
総
合
科
目
Ⅰ
（
初
年
時
導
入
科
目
）⽛
筑
波
大

学
と
嘉
納
治
五
郎

逆
ら
わ
ず
し
て
勝
つ
⽜
に
お
い
て
、⽛
大
学
へ

の
昇
格
運
動
と
宣
揚
歌
⽜を
担
当
し
た
私
は
、講
義
の
な
か
で⽛
宣

揚
歌
⽜
を
歌
う
こ
と
が
出
来
る
学
生
に
挙
手
を
求
め
た
。
し
か
し
、

110
人
の
受
講
者
の
な
か
で
⽛
宣
揚
歌
⽜
を
歌
え
る
と
答
え
た
学
生

は
わ
ず
か
⚕
人
で
、
陸
上
部
に
所
属
す
る
学
生
達
で
あ
っ
た
。⽛
筑

波
大
学
と
嘉
納
治
五
郎
⽜
を
受
講
す
る
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
⽛
宣

揚
歌
⽜
を
歌
え
な
い
の
で
あ
る
。

東
京
高
等
師
範
学
校
・
東
京
文
理
科
大
学
・
東
京
教
育
大
学
、

そ
し
て
筑
波
大
学
で
校
友
・
同
窓
の
愛
唱
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ

た
⽛
宣
揚
歌
⽜
は
、
今
や
ʠ
絶
滅
危
惧
歌
ʡ
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。

そ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
現
在
、
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
は
、⽛
宣
揚
歌
⽜
の
歌
詞
う
ん
ぬ
ん
よ
り
も
、⽛
宣
揚
歌
⽜

を
若
い
学
生
達
に
ど
う
や
っ
て
継
承
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。

⽛宣揚歌⽜
(⽝校友会誌⽞第66号、大正⚙年⚓月)



ス
イ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
と

事
前
キ
ャ
ン
プ
基
本
合
意
書
を
締
結

⚔
月
11
日
、
ス
イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
協
会
、
本
学
、
茨
城
県
、
つ
く
ば
市
の
⚔
者
に
よ
る
⚒

⚐
⚒
⚐
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
ス
イ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
団
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
基
本
合
意
書
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

ス
イ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
は
、
こ
の
合
意
書
に
基
づ
き
、
本

学
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
や
専

門
性
の
高
い
フ

ィ
ジ
カ
ル
ケ
ア

を
活
用
し
、
柔

道
、
陸
上
競
技
、

体
操
競
技
の
チ

ー
ム
が
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

今
後
、
他
の

競
技
に
つ
い
て

の
検
討
と
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

経
費
等
を
調
整

し
て
い
き
ま
す
。

第
⚑
回
日
露
大
学
協
会
総
会
に

ベ
ン
ト
ン
副
学
長
が
出
席

⚕
月
20
日
、
第
⚑
回
日
露
大
学
協
会
総
会
（
第
⚗
回
日
露
学
長

会
議
）
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
、
ベ
ン
ト
ン

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
副
学

長
（
国
際
担
当
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

日
露
大
学
協
会
は
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
加
盟
大
学
が
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
高
め
、
双
方
の

大
学
間
交
流
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
連
携

を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
⚒
⚐
⚑
⚖

年
の
日
露
首
脳
間
で

の
合
意
を
受
け
て
設

立
さ
れ
た
も
の
で
、

本
学
を
含
め
双
方
の

25
大
学
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。

本
総
会
の

分
科
会
で
は
、

ベ
ン
ト
ン
副

学
長
が
、⽛
ロ

シ
ア
語
圏
諸
国
を
対
象
と
し
た
産
業
界
で
活
躍
で
き
る
マ

ル
チ
リ
ン
ガ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
に
お
け
る
医
学

分
野
で
の
学
生
交
流
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
本
・
ロ
シ
ア
双
方
の
大
学
病

院
で
⚑
〜
⚒
ヶ
月
の
臨
床
実
習
を
行
う⽛
医
療
実
務
研
修
⽜

や
、
ロ
シ
ア
の
医
科
系
大
学
や
病
院
等
を
訪
問
し
、
医
療

事
情
を
学
ぶ
⽛
医
療
視
察
研
修
⽜
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

⚒
⚐
⚑
⚔
年

度
の
事
業
開

始
か
ら
本
年

度
ま
で
に
、

お
よ
そ
100
名

の
医
学
生
が

参
加
し
て
き

ま
し
た
。
今

後
の
さ
ら
な

る
発
展
に
期

待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

Tsukuba
G
lobalScience
W
eek(TG
SW
)2018

筑
波
大
学
科
学
技
術
週
間

キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

⚔
月
21
日
に
、
毎
年
恒
例
の
科
学
技
術
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
⽛
筑

波
大
学

キ
ッ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。

筑
波
大
生
に
な
っ
て
科
学
の
面
白
さ
や
大
学
の
魅
力
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
特
別
授
業
、
体
験
教
室
、
工
作
教
室
、
観
察
ツ

ア
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
企
画
を
用
意
。
⚗
回
目
と
な
る
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
550
名
あ
ま
り
が
訪
れ
ま
し
た
。
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左からつくば市 五十嵐市長、本学 永田学長、スイスオリ
ンピック協会 ラルフ・シュトックリー東京2020ディレク
ター、茨城県 大井川知事

ベントン キャロライン副学長

システム情報系の鈴木健嗣教授の授業
⽛AIって｣

下田臨海実験センターからやってきた
海の生き物

TGSWは世界中の研究者が筑波研究学園都
市に集い、さまざまなセッションで、市民や学
生と知恵を共有し、解決策を議論する場です。
⚙回目を迎える今年は、Driving Sustainable
Development、持続可能な開発の推進をテーマ
に開催します。

日 時：2018年⚙月20日(木)～22日(土)
会 場：つくば国際会議場
参加費：無料
W E B：https://tgsw.tsukuba.ac.jp/
主 催：筑波大学
後 援：内閣府・文部科学省・経済産業省・

茨城県・つくば市



15

筑
波
大
学
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
⚒
⚐
⚑
⚗
年
度
に
創
部
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
愛
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ま
た
長
年
に
渡
り
ご
理
解
、
ご
支

援
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚒
月
17
日
土
曜
日
、
卒
業
生
と
現
役
学
生
合
同
で
の

記
念
交
流
試
合
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
オ
ー
ク
ラ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

つ
く
ば
で
記
念
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
交
流
試
合
に
は

54
名
、
祝
賀
会
に
は
109
名
と
子
供
た
ち
が
出
席
し
、
笑
顔
と
話
の

つ
き
な
い
大
変
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

前
部
長
で
あ
り
、
Ｏ
Ｇ
会

会
長
で
あ
る
河
村
レ
イ
子
先

生
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し
た

交
流
試
合
は
、⽝
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
競
技
を
と
お
し
て
往
時
を

懐
か
し
み
、
楽
し
み
な
が
ら
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
⽞
を
目

的
と
し
、
筑
波
大
学
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
コ
ー
ト（
通
称
デ
コ
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て

軽
々
と
投
げ
て
い
た
⚒
号
球
。

ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ
た

と
き
の
風
を
切
る
感
覚
や
ス

テ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム
、
ジ
ャ
ン

プ
し
た
と
き
の
高
さ
な
ど
は
、

な
ん
と
な
く
体
が
記
憶
し
て

い
る
と
は
い
え
、
以
前
の
よ

う
に
は
プ
レ
ー
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
さ
す
が
元
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
。
試
合
を
こ
な

す
と
共
に
仲
間
の
技
術
や
考

え
、
自
分
の
限
界
を
理
解
し
、

筑
波
大
学
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

創
部
50
周
年

祝
賀
会
は
、
次
の
60
周
年
記
念
開
催
へ
向
け
、
筑
波
大
学
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
の
更
な
る
発
展
を
祈
り
、
桐
の
葉
斉
唱
な
ら
び
に
恒

例
の
大
西
武
三
先
生
に
よ
る
エ
ー
ル
で
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
方
か
ら
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
部
で
あ
る
べ
く
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
界
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
明
日
か
ら
ま
た
精

進
を
重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
を
新
た
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
平
成
21
年
卒

岸
本
千
紗

旧
姓
：
長
谷
川
)





























怪
我
も
な
く
、
笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
の
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
祝
賀
会
は
、⽝
50
周
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
関

係
す
る
皆
様
に
感
謝
す
る
⽞、⽝
次
世
代
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
継
承
を

行
う
⽞
を
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
相
応
し
く
、

歴
代
の
監
督
で
あ
る
大
西
武
三
先
生
、
水
上
一
先
生
、
そ
し
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
高
松
薫
先

生
に
来
賓
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
は
華
や
か
に
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
恩
師
と
の
再
会
、
同
期
と
の
再
会

に
話
の
尽
き
な
い
様
子
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
後
半
に
は
⚒
つ
目

の
⽝
継
承
⽞
の
テ
ー
マ
の
元
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

自
己
紹
介
を
行
う
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
し
た
が
、
世
代
を
超
え

て
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
互
い
を
知
る
こ
と
で
筑
波
大
学
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
と
し
て
の
繋
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
50
周
年
記
念
事
業
に
よ
る
賛
助
を
得
て
、
⚒
⚐
⚑
⚗
年

12
月
25
日
か
ら
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚑
月
⚑
日
に
現
役
学
生
が
オ
ラ
ン
ダ

遠
征
を
行
い
ま
し
た
。
祝
賀
会
の
中
で
は
こ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
K
w
ickや
オ
ラ
ン
ダ
Ｕ

18

代
表
と
の
合
同
練
習
で
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
要
素
が
組
み
込
ま

れ
た
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
水
中
で
自
転
車
を
漕
ぐ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
⽛
ア
ク
ア
ス
ピ
ン
⽜
な
ど
、
幅
広
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
K
w
ick、
オ
ラ
ン
ダ

⚑
部
チ
ー
ム
、
オ
ラ
ン
ダ
Ｕ

18
代
表
、
リ
ト
ア
ニ
ア
Ｕ

18
代

表
、
ベ
ル
ギ
ー
フ
ル
代
表
と
の
試
合
を
行
い
、
日
本
で
は
体
験
で

き
な
い
海
外
ト
ッ
プ
選
手
の
当
た
り
の
強
さ
や
シ
ュ
ー
ト
テ
ク
ニ

ッ
ク
、
パ
ワ
ー
な
ど
多
く
の
も
の
を
肌
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
と
の
こ
と
、
さ
ら
に
、
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
た
交
流
も
行
い
、
チ
ー

ム
に
お
い
て
も
、
個
人
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
プ
ラ
ス
と

な
る
経
験
が
で
き
た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
、
春
・
秋
リ
ー
グ
、
イ
ン
カ
レ
優
勝
に
向
け
て
是
非
と
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
50
周
年
を
記
念
し
、
会
の
出
席
者

の
投
票
に
よ
り
選
ば
れ
た
、⽛IM

A
GIN

E
T
H
E

FU
T
U
RE

～
未

来
を
想
え
～
⽜
と
い
う
文
字
を
記
し
た
新
し
い
横
断
幕
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。



◎
は
じ
め
に

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
は
、
平
成
28
年
⚑
月
26
日

〝
新
法
人
発
足
⚓
年
を
経
過
し
て
⽛
レ
ビ
ュ
ー
と
中

期
将
来
計
画
⽜
を
今
後
の
運
営
の
基
本
大
綱
と
し
て

位
置
づ
け
ま
し
た
。
今
後
の
茗
渓
会
は
〝
同
窓
会
と

し
て
の
互
助
事
業
の
拡
充
〟
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
各
地
域
組
織
等
の
活

性
化
を
目
指
し
た
個
々
の
活
動
支
援
の
改
善
や
応
援

体
制
を
よ
り
一
層
強

化
、
推
進
を
図
る
と

い
う
事
で
す
。

◎
全
国
実
態
調
査
の

実
施

組
織
委
員
会
と
し

て
は
、
基
本
大
綱
を

踏
ま
え
〝
何
を
な
す

べ
き
か
〟
と
い
う
視

点
か
ら
事
業
の
実
施

計
画
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
江
田
昌
佑

理
事
長
か
ら
は
、
大

切
な
こ
と
は
本
部
か

ら
の
押
し
付
け
で
は

な
く
、
各
地
域
組
織

等
の
主
体
性
を
尊
重

す
る
方
向
で
検
討
す

る
べ
き
と
の
指
示
が

あ
り
ま
し
た
。

先
ず
、
平
成
28
年

⚗
月
に
各
地
位
組
織

等
の
現
状
や
課
題
及
び
本
部
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て
全
国
実
態
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
回
答
率
約
⚘
割
と
い
う

極
め
て
高
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

組
織
委
員
会
は
こ
の
こ
と
は
全
国
の
仲
間
の
茗
渓
会
に
対
す
る

強
い
期
待
感
の
現
わ
れ
と
感
動
す
る
と
と
も
に
調
査
結
果
を
活
か

し
た
地
域
組
織
等
の
新
た
な
活
性
化
に
向
け
た
事
業
化
に
つ
い
て

緊
張
感
を
持
っ
て
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

◎
全
国
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
二
つ
の
事
業

⑴
仲
間
の
顔
が
見
え
る
隣
接
間
地
域
組
織
等
交
流

次
の
事
業
は
、
九
州
地
区
の
代
表
者
か
ら
⽛
私
た
ち
は
、
地
震

等
の
自
然
災
害
を
受
け
、
そ
の
復
興
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て
い

る
が
、
日
頃
か
ら
隣
接
地
域
間
で
の
交
流
が
あ
る
と
心
強
い
。⽜
と

い
う
提
言
を
受
け
た
も
の
で
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
〝
ブ
ロ
ッ
ク

別
代
議
員
懇
談
会
〟
と
〝
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
表
者
会
議
〟
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
ア
】
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
議
員
懇
談
会

第
⚑
回
ブ
ロ
ッ
ク
別
懇
談
会
は
、
平
成
29
年
⚕
月
24
日
の
定
時

総
会
の
後
に
行
い
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
、
❞
自
己
紹
介

顔
合

わ
せ
の
第
⚑
歩
、
❟
隣
接
地
域
組
織
間
で
の
公
開
講
座
等
へ
の
相

互
交
流
、
❠
メ
ー
ル
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
日
常
的
情
報
交
流
等
で

し
た
。
そ
の
他
に
、
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
第
⚑
回
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
表
者
会
議
の
実
施
に
つ
い
て
も
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

第
⚒
回
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
議
員
懇
談
会
は
、
平
成
30
年
⚕
月
24
日

に
前
回
同
様
、
定
時
総
会
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
、

❞
会
員
確
保
、
❟
会
費
納
入
率
の
向
上
、
❠
茗
渓
・
筑
波
産
業
人

倶
楽
部
（
後
掲
）
発
会
式
へ
の
参
加
等
で
し
た
。
特
徴
は
、
⚒
回

と
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
本
部
理
事
が
参
加
し
、
本
部
と
各
ブ
ロ
ッ
ク

が
一
体
と
な
っ
た
懇
談
会
の
開
催
で
す
。
江
田
理
事
長
が
話
さ
れ

て
い
る
⽛
茗
渓
会
は
、
各
地
域
組
織
等
の
集
合
体
で
あ
る
。⽜
の
具

体
的
な
も
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

【
イ
】
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
表
者
会
議

代
表
者
会
議
は
、
全
国
の
地
域
組
織
等
を
⚑
⚐
に
区
分
す
る
中

で
社
会
動
態
等
を
勘
案
し
、
表
の
⚖
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
い
ま
す
。
次

の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
平
成
29
年
度
に
第
⚑
回
代
表
者
会
議
を
実
施
し

ま
し
た
。

❞
⚒
月
11
日

関
東
甲
信
越

会
場

茗
渓

会
館

❟
⚖
月
⚓
日

近
畿

会
場

ホ
テ

ル
サ
ン
ル
ー

ト
梅
田

❠
⚗
月
⚒
日

北
陸
・
東
海

会
場

ホ
テ

ル
ル
ブ
ラ
山

王
平
成
30
年
度
は
、

11
月
に
北
海
道
・

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
が

仙
台
市
内
で
実
施
す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、

江
田
理
事
長
が
全
て
の
会
場
に
行
き
、
茗
渓
会
に
対
す
る
信
念
を

語
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

な
お
、
⚖
月
30
日
に
は
、
第
⚒
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で

も
代
表
者
会
議
の
開
催
に
向
け
た
論
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

⑵
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
発
足

多
く
の
代
表
者
か
ら
⽛
会
員
の
確
保
に
つ
い
て
努
力
し
て
い
る

が
、
教
育
界
以
外
で
活
躍
し
て
い
る
筑
波
大
学
卒
業
生
の
状
況
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
何
と
か
で
き
な
い
か
。⽜
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

茗
渓
会
の
現
状
は
、
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え
る
中
で
、
東
京
教

育
大
学
以
前
の
卒
業
生
に
と
っ
て
は
、
就
職
後
の
職
場
に
は
茗
渓

会
が
あ
り
、
教
育
界
全
体
に
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
総
合
大
学
で
あ
る
筑
波
大
学
の
卒
業
生
は
、
多
彩
な

16
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業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
同
窓
会
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
母
校
、
筑
波
大
学
の
歴
史
が
半
世
紀
に
届
こ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
茗
渓
会
や
各
職
場
等
の
同
窓
会
の
仲
間
の
多
く
が
、

筑
波
大
学
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
平
成
29
年
⚓
月
か
ら
茗
渓
会
会
員

で
産
業
界
の
指
導
的
立
場
で
活
躍
し
て
い
る
方
や
筑
波
大
学
卒
業

生
で
構
成
し
て
い
る
〝
筑
波
み
ら
い
の
会
〟
の
役
員
の
方
々
が
、

月
⚑
、
⚒
回
の
ペ
ー
ス
で
茗
渓
会
館
に
集
ま
り
⽛
産
業
界
を
中
心

と
し
た
情
報
交
換
等
の
互
助
事
業
の
具
体
化
に
向
け
て
⽜
と
い
う

テ
ー
マ
で
平
成
30
年
⚓
月
ま
で
集
中
的
論
議
を
積
み
重
ね
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

主
な
議
題
は
、
互
助
事
業
実
施
の
中
核
と
な
る
新
し
い
組
織
の

名
称
、
目
的
、
事
業
名
、
構
成
員
、
事
業
内
容
等
に
つ
い
て
の
熱

い
協
議
で
し
た
。

世
に
〝
時
は
、
金
な
り
！
〟
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、

多
忙
な
日
程
の
中
で
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
母
校
と
茗
渓
会
に
対

す
る
情
熱
を
感
じ
る
精
力
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

【
ア
】
茗
渓
・

筑
波
産
業
人
倶

楽
部
の
設
置

茗
渓
会
は
、

⚑
年
間
の
関
係

者
に
よ
る
論
議

を
踏
ま
え
、
平

成
30
年
⚓
月
の

定
例
理
事
会
で

産
業
界
等
を
中

心
と
し
た
新
た

な
組
織
と
し
て

⽛
茗
渓
・
筑
波

産
業
人
倶
楽

部
⽜
の
設
置
を

決
定
し
、
翌
⚔

月
の
理
事
会
で

⽛
茗
渓
・
筑
波

産
業
人
倶
楽
部

規
約
⽜
を
定
め

ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で

す
。

ア

こ
の
規
約

の
目
的
は
、

行
政
・
産
業

界
等
を
中
心

と
し
た
⽛
茗

渓
・
筑
波
産

業
人
倶
楽
部

（
以
下
、⽛
産

業
人
倶
楽

部
⽜
と
い

う
。）⽜
の
構

成
及
び
事
業

運
営
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。

イ

産
業
人
倶
楽
部
の
構
成
員
は
、
茗
渓
会
会
員
と
す
る
。

ウ

産
業
人
倶
楽
部
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
互
助
、
情
報
交
流

等
を
結
束
し
て
実
施
す
る
と
共
に
筑
波
大
学
学
生
等
の
支
援
に

資
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

❞
講
演
会

❟
親
睦
会

❠
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

エ

産
業
人
倶
楽
部
の
茗
渓
会
の
担
当
委
員
会
は
、
組
織
委
員
会

と
し
、
関
係
組
織
等
の
連
携
業
務
を
行
う
。
事
務
局
は
、
大
塚

事
務
所
と
筑
波
事
務
所
と
す
る
。
大
学
窓
口
は
、
筑
波
大
学
事

業
推
進
室
と
す
る
。

以
上
が
、
産
業
人
倶
楽
部
の
規
約
の
柱
で
す
が
、
規
約
の
検
討

の
段
階
で
慎
重
に
論
議
し
た
事
項
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
新
し
い
組
織
の
名
称
に
関
す
る
も
の
で
す
。
い
く

つ
か
の
名
称
案
が
出
ま
し
た
が
〝
倶
楽
部
〟
に
期
待
す
る
も
の
は
、

異
業
種
交
流
の
場
と
し
て
〝
仲
間
に
よ
る
密
な
る
情
報
交
流
〟
を

目
指
し
て
い
こ
う
と
の
発
想
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

二
つ
目
は
、
構
成
員
は
〝
茗
渓
会
会
員
と
す
る
〟
の
部
分
で
す
。

⽛
茗
渓
会
会
員
⽜
の
前
に
（
原
則
と
し
て
）
と
い
う
文
言
を
加
え
る

か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
協
議
も
行
い
ま
し
た
が
、
産
業
人
倶
楽
部
の

構
成
員
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
大
切
と
の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

【
イ
】
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
発
会
式
に
向
け
て

平
成
30
年
⚔
月
理
事
会
で
は
、
産
業
人
倶
楽
部
の
設
置
に
伴
い
、

⚗
月
22
日
(日
)に
茗
渓
会
館
で
産
業
人
倶
楽
部
の
発
会
式
を
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
茗
渓
会
第
⚗
回
定
時
総
会
で
も
報
告
す
る
と
共

に
、
産
業
人
倶
楽
部
の
規
約
と
発
会
式
の
案
内
状
を
資
料
と
し
て

全
国
の
代
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。
更
に
、
代
議
員
に
よ
る
ブ
ロ

ッ
ク
別
懇
談
会
の
議
題
と
し
て
も
発
会
式
へ
の
参
加
等
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
田
理
事
長
は
、
第
⚗
回
定
時
総
会
で
⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念

事
業
は
〝
茗
渓
の
仲
間
に
役
立
ち
、
よ
り
絆
を
深
め
る
互
助
の
事

業
〟
で
あ
り
、
次
世
代
へ
の
伝
統
継
承
の
事
業
と
し
て
計
画
し
た

い
。⽜
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

更
に
、
産
業
人
倶
楽
部
の
発
足
は
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業

の
前
倒
し
事
業
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
産
業
人
倶
楽
部

の
活
動
は
、
今
後
、
各
地
域
組
織
等
と
の
連
携
を
踏
ま
え
、
首
都

圏
、
中
京
圏
、
近
畿
圏
、
北
海
道
・
東
北
圏
、
中
国
・
四
国
圏
、

九
州
圏
、
国
際
組
織
に
お
け
る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
計
画
で
す
。

⚗
月
22
日
の
産
業
人
倶
楽
部
の
発
会
式
で
は
、
江
田
昌
佑
理
事

長
の
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
に
期
待
す
る
⽜
を
主
題
と
し

た
基
調
講
演
や
茗
渓
会
理
事
河
本

武
氏
と
筑
波
み
ら
い
の
会
会

長
廣
田
則
夫
氏
に
よ
る
⽛
な
ぜ
今
、
交
流
が
必
要
な
の
か
⽜
を
テ

ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
出

席
者
に
よ
る
懇
親
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

情
報
化
時
代
に
お
い
て
、
産
業
社
会
等
で
は
適
切
な
情
報
交
流

等
に
よ
り
、
個
々
の
産
業
人
の
適
切
な
〝
情
報
判
断
能
力
〟
に
基

づ
く
、
磨
き
を
か
け
た
賢
さ
と
迅
速
な
実
践
力
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
活
動
は
、
全
国
で
活
躍
す
る
仲

間
や
筑
波
大
学
卒
業
生
に
役
立
ち
、
勇
気
を
与
え
る
原
点
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
産
業
人
倶
楽
部
の
発
会
式
に
多
く
の

仲
間
が
出
席
さ
れ
る
よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
：
組
織
委
員
会
委
員
長
川
田
孝
一
)

17
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平
成
30
年
⚕
月
25
～
26
日
開
催

第
44
回
や
ど
か
り
祭
を
終
え
て

第
44
回
筑
波
大
学
宿
舎
祭
実
行
委
員
会

委
員
長

上

田

悠

登

（
知
識
情
報
・
図
書
館
学
類
⚓
年
)

や
ど
か
り
祭
は
大
成
功
で
し
た

こ
ん
に
ち
は
。
第
44
回
筑
波
大
学
宿
舎
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

の
上
田
悠
登
で
す
。
ま
ず
初
め
に
、
ご
支
援
ご
協
力
頂
い
た
方
々

の
お
か
げ
で
、
第
44
回
や
ど
か
り
祭
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
無
事
に
終
え
た
だ
け
で
な
く
、
ご
来
場
者
の
皆

さ
ま
や
企
画
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔

の
お
か
げ
で
、
第
44
回
や
ど
か
り
祭
は
大
成
功
だ
っ
た
と
胸
を
張

っ
て
言
え
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
す
べ
て
の
企
画
を

実
施
で
き
ま
し
た

今
年
は
前
夜
祭
・
本
祭
と
も
に
素
晴
ら
し
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
⚑
・
⚒
年
生
の
頃
の
お
祭

り
は
、
ど
こ
か

し
ら
で
雨
が
降

り
、
何
ら
か
の

企
画
を
中
止
せ

ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
し

か
し
、
今
年
は

予
定
し
て
い
た

す
べ
て
の
企
画

を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

執
行
代
で
あ
る

⚒
年
生
と
、
新

し
く
入
っ
て
く

れ
た
⚑
年
生
が

約
⚑
ヶ
月
半
か

け
て
準
備
し
て

き
て
く
れ
た
も

の
が
、
無
事
、

実
を
結
べ
た
こ

と
を
委
員
長
と

し
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ま
た
、

祭
の
規
模
と
し

ま
し
て
は
、
前

夜
祭
・
本
祭
と

合
わ
せ
る
と
⚖

⚐
⚐
⚐
人
を
超

え
る
来
場
者
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
会
場
内
の
見
回
り
を
行

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
人
で
い
っ
ぱ
い
の

様
子
を
見
て
、
驚
き
つ
つ
も
、⽛
我
々
の
つ
く
る
祭
に
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
人
に
ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
る
ん
だ
⽜
と
嬉
し
さ
に
頬
が
緩

み
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
晴
れ
の
神
が
雨
の
神
に
打
ち
勝
ち
、
我
々

の
味
方
を
し
て
く
れ
た
こ
と
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

や
ど
か
り
祭
は
伝
統
あ
る
祭
で
す

今
年
で
第
44
回
を
迎
え
た
や
ど
か
り
祭
で
す
が
、
筑
波
大
学
開

学
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
生
ま
れ
た
伝
統
あ
る
祭
で
す
。
⚒
年
前
、
実

行
委
員
に
入
っ
た
当
初
は
憧
れ
て
い
た
、
そ
の
祭
の
委
員
長
と
い

う
役
職
を
先
代
か
ら
引
き
継
い
だ
時
は
、
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
慕
っ
て
く
れ
る
後
輩
、
支
え
て
く
れ
た
同
期
、

見
守
っ
て
く
れ
た
先
輩
方
、
本
当
に
多
く
の
仲
間
の
お
か
げ
で
、

な
ん
と
か
祭
を
終
え
、
次
の
代
へ
と
委
員
長
の
赤
い
法
被
を
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
に
は
、
た
だ
た
だ
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。。

や
ど
か
り
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
ど
か
り
祭
は
、
今
で
は
⽛
新
入
生
に
仲
良
く
な
っ
て
も
ら
う

機
会
を
提
供
す
る
⽜
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
入

生
の
皆
さ
ん
は
、
ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
や
御
輿
な
ど
の
各
企
画
や

模
擬
店
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
か
？
ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
、
何
度
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
練
習
を
し
、

時
に
完
成
度
に
納
得
が
い
か
ず
衝
突
が
起
こ
り
。
御
輿
で
は
長
く

も
短
い
製
作
期
間
の
中
、
放
課
後
毎
日
制
作
場
所
に
向
か
い
イ
メ

ー
ジ
し
た
も
の
を
完
成
へ
と
近
づ
け
て
い
き
ま
し
た
。
模
擬
店
で

は
当
日
声
を
張
り
上
げ
一
人
で
も
多
く
の
お
客
さ
ん
に
買
っ
て
も

ら
お
う
と
、
額
に
汗
し
て
呼
び
込
み
ま
し
た
。
や
ど
か
り
祭
に
参

加
し
て
く
れ
た
人
に
は
、
一
人
一
人
に
色
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
祭
を
終
え
た
後
に
は
、
嬉
し
さ
、
悔
し

さ
、
達
成
感
。
様
々
な
感
情
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
祭
の
思
い
出
と
、
新
し
く
で
き
た
仲
間
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

委員長

ゆかたコンテスト

神輿パフォーマンス
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今
年
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

さ
て
、
今
年
の
祭
の
テ
ー
マ
は
⽛
祭
馬
鹿
～
今
年
も
み
ん
な
で

祭
履
修
～
⽜
で
し
た
。
授
業
の
単
位
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
同
じ

授
業
を
取
る
こ
と
を
再
履
修
と
言
う
の
で
す
が
、
そ
れ
と
祭
を
か

け
合
わ
せ
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
テ
ー
マ
で
し
た
。
第
44
代
委
員

長
と
し
て
、
今
年
に
と
ど
ま
ら
ず
、
来
年
も
、
そ
の
先
も
ず
っ
と
、

⽛
祭
馬
鹿
⽜
達
が
⽛
祭
履
修
⽜
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
祭
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
ご
支
援
い
た
だ
い
た
協
賛
店
舗
・
団
体
の
皆
様
、
祭
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
団
体
の
皆
様
、
祭
を
運
営

す
る
に
あ
た
っ
て
お
力
添
え
し
て
い
た
だ
い
た
大
学
関
係
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
第
44
回
や
ど
か
り
祭
は
皆

様
の
お
か
げ
で
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

著 書 紹 介


⽝
西
川
綾
子
の
花
ぐ
ら
し～育

て
る
・
彩
ど
る
・
愛
で
る
⽞

著

者
：
西
川

綾
子
（
58
年
筑
二
農
）

水
戸
市
植
物
公
園
園
長
・
園
芸
研
究
家

本
の
大
き
さ
：
四
六
判

全
233
頁

発

行

所
：
(株
)創
森
社

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚑
月
22
日

幼
い
こ
ろ
か
ら
花
が
大
好
き
で
、
長
年
勤
め
る
植
物
公

園
で
花
の
仕
事
を
し
て
い
て
も
足
ら
ず
、
自
宅
で
も
ハ
ー

ブ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
、
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
、
食
虫

植
物
、
ギ
ボ
ウ
シ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ツ
バ
キ
、
山
野
草
、
洋

ラ
ン
な
ど
、
多
く
の
花
た
ち
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
私
の
ま
わ
り
で
咲
い
て
い
た
花
に
か
か
わ
る
思
い
出

の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

（
本
文
か
ら
)

目
次
概
要

第
⚑
章

春
の
花
に
と
き
め
く

第
⚒
章

夏
の
花
を
愛
で
て

第
⚓
章

秋
の
花
を
慈
し
む

第
⚔
章

冬
の
花
に
ひ
か
れ
て

（
茗
渓
会
事
務
局
)

⽛祭馬鹿⽜の看板

神輿パフォーマンス



茗渓・東西南北

平
成
28
年
度
秋
田
茗
渓
会

総
会
・
懇
親
会
報
告

山
形
茗
渓
会
活
動
報
告

茗
渓
・
東
西
南
北

平
成
29
年
度
、
山
形
県
で
は
47
年
ぶ
り
の
本
県
開
催
と
な
る
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
本
県
を
幹
事
県
と
し
て
宮
城
・
福

島
・
山
形
の
南
東
北
三
県
で
、⽛
繋
が
る
絆

魅
せ
よ
う
僕
ら
の
若

き
力
⽜
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。本
県
に
お
い
て
は
⚙
競
技
10
種
目
が
行
わ
れ
、選
手
・

監
督
・
応
援

の
か
た
が
た

は
も
と
よ
り
、

多
く
の
茗
溪

関
係
者
も
お

迎
え
し
、
大

会
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
陰
様
を
も

ち
ま
し
て
大

会
が
大
成
功

の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
平

成
29
年
度
の

茗
溪
会
山
形

県
支
部
総
会

は
、
12
月
⚒

日
(土
)、
山

全
国
47
都
道
府
県
の
中
で
沖
縄
県
だ
け
が
、
唯
一
、
茗
渓
会
支

部
が
な
く
、
東
京
教
育
大
・
筑
波
大
卒
業
生
の
沖
縄
県
内
在
住
者

は
250
名
を
越
え
る
と
の
デ
ー
タ
が
茗
渓
会
本
部
に
は
あ
り
ま
し
た

形
市
内
の
⽛
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
⽜
に
て
開
催
し
、
25
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
会
で
は
、
平
成
28
年
度
事
業
・
決
算
報
告
の
後
、
平

成
29
年
度
の
役
員
、
事
業
計
画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
引
き
続
き
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
に
よ
る
近
況
報
告
や
思
い
出
話
を

聞
く
こ
と
に
よ
り
、
若
か
り
し
頃
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
り
先

輩
会
員
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
大
変
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
こ
れ
も
恒
例
に

な
っ
て
い
る
参
加
者
全
員
が
輪
に
な
っ
て
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
を

歌
い
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

本
会
で
は
山
形
大
学
と
⚒
地
区
に
支
部
を
設
け
て
お
り
、
支
部

の
地
区
幹
事
を
中
心
に
総
会
が
開
催
さ
れ
た
り
、
自
主
組
織
の
会

が
開
催
さ
れ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
総
会
参
加
者
の
傾
向
と
し

て
、
教
育
関
係
者
、
な
か
で
も
体
育
関
係
者
の
参
加
者
が
大
半
を

占
め
て
お
り
、
参
加
者
数
も
近
年
で
は
30
人
弱
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
作

り
が
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
若
手
の
参
加
者
や
教
育

界
以
外
の
参
加
者
を
増
や
す
た
め
の
方
策
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
に
立
ち
、⽛
会
員
一
人
が
会
員
一
人
を
連
れ
て
く
る
運
動
⽜
や

⽛
新
規
会
員
の
情
報
共
有
と
積
極
的
な
勧
誘
⽜
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
来
年
度
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

会
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

茗
溪
会
本
部
の
取
り
組
み
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
今
後
も
会

員
相
互
の
情
報
交
換
と
交
流
の
場
と
し
て
総
会
等
へ
の
参
加
を
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
茗
溪
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
茗
溪
会
山
形
県
支
部
の
活
動
に
御
指
導
と
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
、
な
か
な
か

中
心
に
な
る
方

が
居
ら
れ
な
い

ま
ま
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と

に
憂
慮
さ
れ
た

高
橋
基
之
・
茗

渓
会
理
事
が
獅

子
奮
迅
の
行
動

力
を
発
揮
さ
れ
、

自
ら
⽛
沖
縄
同

窓
会
第
⚑
回
会

合
⽜
を
企
画
し
、

ご
自
身
も
ご
出

席
さ
れ
て
、
⚒

⚐
⚑
⚗
年
⚕
月

⚗
日
(日
)に
、

ネ
ス
ト
ホ
テ
ル

那
覇
に
お
い
て
、

⽝
沖
縄
茗
渓
会
第
⚑
回
総
会
⽞
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
22
名
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た

が
、
昭
和
39
年
東
京
教
育
大
学
卒
の
会
員
か
ら
平
成
24
年
筑
波
大

学
大
学
院
修
了
の
若
い
会
員
ま
で
幅
広
く
参
集
し
、
集
ま
っ
た
会

員
相
互
の
交
流
・
情
報
交
換
で
終
始
活
発
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

学
部
も
様
々
な
中
で
、
教
育
大
出
身
者
は
⽛
キ
ャ
ン
パ
ス
が
何
処

だ
っ
た
か
？
⽜
で
、
大
塚
、
駒
場
、
幡
ヶ
谷
な
ど
、
筑
波
大
出
身

者
は
⽛
宿
舎
や
ア
パ
ー
ト
が
何
処
だ
っ
た
か
？
⽜
で
、〝
平
砂
⚓
号

棟
〟〝
天
久
保
⚒
丁
目
〟〝
春
日
⚔
丁
目
〟
な
ど
、
学
ん
で
い
た
学

舎
や
住
ん
で
い
た
住
所
は
共
通
の
話
題
と
な
り
、
学
生
時
代
の
想

い
出
に
一
瞬
に
し
て
戻
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
個
人
の
挨
拶
に
入

れ
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

他
方
、
中
心
的
な
課
題
で
あ
る
役
員
及
び
会
の
規
約
に
つ
い
て
、

参
加
者
全
員
で
議
論
し
て
決
定
し
⽛
沖
縄
茗
渓
会
⽜
と
し
て
正
式

に
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
代
会
長
は
山
門
晃
氏
（
Ｓ

59
筑
博
理
）、
事
務
局
長
に
三
輪
一
義
氏
（
Ｈ
02
筑
修
体
）、
庶
務

に
古
堅
小
百
合
氏
（
Ｈ
12
筑
修
理
）、
会
計
に
漢
那
洋
子
氏
（
Ｈ
06

沖
縄
茗
渓
会
活
動
報
告
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筑
博
理
）
が
就
任
し
、
記
念
す
べ
き
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
最
も
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
、
参
加
さ
れ
た
会

員
の
方
か
ら
、
⚑
⚙
⚗
⚑
年
に
沖
縄
県
茗
渓
会
の
発
会
の
試
み
が

あ
っ
た
も
の
の
、
成
立
直
前
で
頓
挫
し
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹

介
さ
れ
、
今
回
の
発
足
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
る
と
の
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
の
、
茗
渓
会
に
関
わ
る
努
力
の
跡
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
も

会
の
役
割
と
し
て
大
切
な
こ
と
に
な
る
と
心
新
た
に
し
た
次
第
で

す
。こ

れ
で
茗
渓
会
組
織
が
全
国
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
揃
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
し
ば
ら
く
は
、
あ
ま
り
背
伸
び
せ
ず
に
、

年
に
⚑
回
の
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
の
み
で
進
め
る
と
と
も
に
、

沖
縄
県
に
お
け
る
茗
渓
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
、
卒
業
生
な
ら

び
に
教
育
界
・
経
済
界
・
ス
ポ
ー
ツ
界
・
芸
術
界
・
医
療
界
な
ど
、

沖
縄
県
の
社
会
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
⚖
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
季
刊
誌
が

発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
結
果
が
出
て
い
る
訳
で
す
が
、
ど
れ
く
ら
い

の
人
数
が
集
ま
る
か
、
今
後
の
沖
縄
茗
渓
会
を
占
う
意
味
で
も
、

大
変
興
味
深
く
そ
の
日
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
京
茗
渓
会
活
動
報
告

北
京
茗
渓
会
は
、
筑
波
大
学
へ
の
留
学
経
験
の
あ
る
中
国
の
方

や
、
日
本
の
官
公
庁
や
企
業
か
ら
中
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
筑
波

大
学
卒
業
生
と
、
そ
の
関
係
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
100

名
を
超
え
る
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
⚓
年
ぶ
り
の
寄
稿
と
な
り
ま
す
が
、
⚒
⚐
⚑
⚗
年
～
⚒
⚐

⚑
⚘
年
の
活
動
報
告
・
計
画
に
つ
き
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
活
動
報
告

⚒
⚐
⚑
⚗
年

⚑
月
⚑
日
元
旦
万
里
の
長
城
初
日
の
出
ツ
ア
ー

極
寒
の
冬
の
長
城
の
美
し
く
神
々
し
い
初
日
の
出
に
参
加
者

全
員
が
感
動
し
ま
し
た
。

⚓
月
25
日
玉
渊

公
園
で
花
見
・
懇
親
会

桜
が
美
し
く
咲
い
た
中
で
、
帰
任
者
の
送
別
会
も
兼
ね
て
盛

大
に
開
催
し
、
楽
し
く
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

⚕
月
24
日
新
幹
事
メ
ン
バ
ー
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

⚗
月
10
日
暑
気
払
い
を
兼
ね
て
の
ミ
ニ
勉
強
会

中
国
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
、⽛
黄
帝
内
経
に
基
づ
い
た
代
謝
・
内
分

泌
・
動
脈
硬
化
等
の
現
代
病
に
関
す
る
研
究
⽜
と
題
す
る
漢
方

に
関
す
る
新
鮮
で
興
味
深
い
発
表
と
、⽛
中
国
の
高
齢
化
社
会
⽜

と
題
す
る
現
代
中
国
の
直
面
し
て
い
る
現
状
を
掘
り
下
げ
た
発

表
が
あ
り
、
日
本
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
、
自
社
の
中
国
で
の
事
業
展

開
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
⚓
つ
の
興
味
深
い
テ
ー

マ
に
、
楽
し
く
討
論
し
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

ま
し
た
。

⚒
⚐
⚑
⚘
年

⚓
月
25
日
玉
淵
譚
公
園
で
花
見
・
懇
親
会

開
花
に
は
少
し
早
い
時
期
で
し
た
が
、
初
参
加
の
方
、
ご
家

族
連
れ
の
方
、
現
役
筑
波
大
生
も
参
加
し
楽
し
く
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

10
月
24
日
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
説
委
員
の
Ｏ

Ｂ
を
囲
む
会

出
張
で
来
燕

さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
を

囲
ん
で
懇
親
会

を
開
催
。
最
新

の
中
国
を
取
り

巻
く
情
勢
の
話

に
皆
、
聞
き
入

り
ま
し
た
。

12
月
12
日
⚒
⚐

⚑
⚗
年
総
会

忘

年
会
実
施

⚒
⚐
⚑
⚗
年

の
活
動
経
過
報

告
、
⚒
⚐
⚑
⚘

年
度
の
活
動
計

画
を
審
議
し
、

新
年
度
幹
事
を

決
定
し
、
⚑
年

を
締
め
く
く
り

⚕
月
22
日
新
幹
事
メ
ン
バ
ー
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

■
今
後
の
活
動
計
画

⚗
月

今
年
も
暑
気
払
い
を
兼
ね
て
の
勉
強
会
を
計
画
し
、
わ
い

わ
い
が
や
が
や
議
論
し
な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
す
。

12
月

総
会
と
忘
年
会
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
大
学
関
係
者
訪
中
時
や
非
公
式
に
随
時
、
歓
迎
会
、

懇
親
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
筑
波
大
と
い
う
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
ん
だ
、
日
中

双
方
の
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
日
中
友
好

を
深
め
、
ま
た
、
北
京
、
上
海
、
広
州
と
筑
波
大
人
脈
の
横
の
つ

な
が
り
も
広
げ
な
が
ら
、
元
気
に
、
楽
し
く
活
動
を
継
続
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
北
京
茗
渓
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

月

日

地
域
名

月

日

地
域
名

月

日

地
域
名

⚕
月
12
日

北
海
道

⚖
月
30
日

徳

島

⚗
月
⚗
日

奈

良

⚖
月
⚒
日

大

阪

⚖
月
30
日

熊

本

⚗
月
14
日

愛

知

⚖
月
⚙
日

佐

賀

⚖
月
30
日

福

岡

⚗
月
21
日

和
歌
山

⚖
月
22
日

沖

縄

⚖
月
30
日

静

岡

⚗
月
21
日

島

根

⚖
月
23
日

長

崎

⚗
月
⚑
日

茨

城

⚗
月
21
日

山

梨

⚖
月
24
日

埼

玉

⚗
月
⚑
日

千

葉

⚗
月
28
日

神
奈
川

⚖
月
24
日

長

野

⚗
月
⚑
日

愛

媛

⚗
月
28
日

秋

田

⚖
月
28
日

筑
波
大

⚗
月
⚑
日

富

山

⚗
月
予
定

三

重

⚖
月
30
日

栃

木

⚗
月
⚕
日

鳥

取

⚗
月
予
定

鹿
児
島

⚖
月
30
日

群

馬

⚗
月
⚗
日

新

潟

⚘
月
下
旬

青

森

⚖
月
30
日

滋

賀

⚗
月
⚗
日

福

島

10
月
13
日

山

口

地
域
茗
渓
会
の
総
会
・
講
演
会
（
実
施
・
予
定
）

2017年⚗月暑気払い勉強会
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⿆教育大教育学部教育学科 昭和34年卒
と き 平成30年⚕月16日(水)
ところ 嘉ノ雅茗渓館

（藤原)

⿆山紫会(教育大文学部東洋史専攻 昭和34年入学者の会）
と き 平成30年⚖月⚕日(火)～⚖日(水)
ところ 宿泊先：埼玉県熊谷市 ホテル ヘリテイジ
平成12年に還暦を迎えてからは毎年欠かさずクラス会を持ち回り

で開いてきて、今年が19年目。⚖月⚕日に⽛さきたま史跡の博物館⽜
で学芸員のお話を伺い古墳群を見学。⚖日に⽛妻沼聖天山⽜で住職
の昭和39年東京教育大学文学部法律政治学専攻卒業の鈴木英全院主

（東京コンコルディア［東京教育大とお茶の水女子大の合唱団］OB）
からお話を伺い、ボランティアガイドの案内で見学し、来年、信州
での再会を約束して解散。 （写真：柴崎正行、文責：髙原 将)

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆昭和33年卒 東京教育大学体育学部
と き 平成30年⚕月21日(月)
ところ 新宿 栄寿司
今年も25名の同期の仲間が元気な顔をみせてくれた。皆、すでに

83才を超えているのに、よく飲み、よく食べ、大きな声で語り合っ
て、年を感じさせず、とても楽しかった。もう今年で会をやめよう
という声もあるが、来年も続けるのかな…。

（写真：渡辺悦男・文：渡部芩生)

⿆東京教育大学文学部社会学科1957年卒業生同期会
と き 平成30年⚖月13日(水)
ところ ホテルグランドアーク半蔵門(東京都千代田区隼町)
卒業後61年目の同期会を開催しました。参加者は60周年の昨年と

同じ⚘名でしたが皆元気そのもので、最若年は今年戌年の84歳。近
況報告に、昔話に、大いに盛り上がりました。次期幹事に、五十嵐
耕一・福岡一雄の両君を選出して、次回は来年⚖月13日に茗渓会館
で開催することを決め、解散しました。(文責：前幹事 土屋道生)

⿆東京教育大学理学部数学科昭和47年入学同窓会
と き 平成30年⚕月27日(日)
ところ 仙鶴楼(茗荷谷の大学正門前)
卒業直後の会から約40年振りの平成28年に復活しました。最年少

者も今年高齢者の仲間入りです。毎年開催し、過去⚓回で連絡可能
な仲間の⚗割が参加しました。当面は会場と日程（⚕月第⚔日曜13
時）を固定して参加者の最大化を目指します。 （文責：佐藤嘉晃)

⿆平成30年度 大阪茗渓会総会
と き 平成30年⚖月⚒日(土)
ところ ホテルサンルート梅田
恒例の総会・講演会・懇親会が開催されました（参加者22名）。総

会では江田昌佑理事長より今後に向けた檄を賜った後、笹原秀夫氏
（56筑芸・伊賀市教育長）から⽛元気な間は働こう！民間企業と教育
行政の立場⽜と題する講演があり、懇親会と続きました。懇親会で
は、今年瑞宝小綬章を受章された佐藤隆一氏（26文二・前会長）の
発声により乾杯、今年も楽しいひと時を持つことができました。



⿆比較文化第⚒期生の同窓会
と き 平成29年11月18日(土)
ところ 帝国ホテル
比較文化第⚒期生の同窓会を、全国から24名が集い帝国ホテルに

て開催しました。前回の同窓会から⚖年余りが過ぎ、気がつけば還
暦に手が届く年齢になりました。定年を迎え人生の分岐点に立とう
とする人、一足先に第二の人生をスタートした人も、久しぶりに旧
交を温め明日の活力を蓄えることができました。

⿆東京教育大学教育学科 昭和31年入学生 第⚕回⽛石冨会⽜
と き 平成30年⚕月⚗日(月)
ところ 茗渓会館
平成23年より始まった、冨田竹三郎先生・石井庄司先生担任の35

名の⽛石冨会⽜は今回で⚕回目を迎えました。初めに、逝去された
先生・11名のクラスメイトへの黙とう・献杯。出席者11名。皆、80
歳台の春、元気な再会を喜び合いました。誠に和気あいあい、気持
ちよく語らい、時間延長⚒回。次回は⚒年後の⚕月。お互いの健康
と再会を祈念しました。 （文責：池原耕太郎)

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆嶋田厚先生をお迎えして 比較文化学類⚗期生の会
と き 平成30年⚓月24日(土)
ルミエール デュ ソレイユ(東京・国立)
昭和56年度筑波大学比較文化学類入学生のクラス担任嶋田厚先生

をお招きして、久々に同期会を開催しました。東京周辺の卒業生を
中心に、北は秋田、西は大阪・京都・滋賀、さらには国外のアメリ
カ・タイから十数人が参集しました。先生は2014年に⽝嶋田厚著作
集⽞全⚓巻を刊行され、なおお元気です。

（幹事：吉川 亮、文：谷口 匡)

⿆高師・26 文四会
と き 平成30年⚔月15日(日)
ところ 茗荷谷 中華・仙鶴楼
昭和22年入学の文科四部の仲間も、浮世に残された者十名余と数

は少なくなったが、例年通り大塚の正門前の仙鶴楼に集まり、⚓時
間有余を楽しんだ。出席者：写真奥左から高橋豊躬、新島岩夫(蓮
田)、有沢弘一夫妻(栃木)、手前右から笛木 晃(宇都宮)、倉木常夫、
小宮 進。体調不良欠席者：金沢良樹(千葉)、宮澤功衛(所沢)

（文責：倉木)

⿆東京教育大学理学部数学科 昭和32年卒
と き 平成30年⚕月16日(水)
ところ 嘉ノ雅茗渓館
数年前から同期会は⚕月第⚓水曜日に開くことになりました。同

期生は26名ですが、ここ数年の出席者は10名という状態が続いてい
ます。会が始まり現況報告を聴きながら過していると、たちまち⚒
時間は経ってしまい来年の再会を約して会を閉じます。同期会の度
に学生時代は一生のうちでも特別な日々だったという思いを強くし
ています。 （高村守夫)

⿆ʠさよならʡクラス会(教育大理学部化学科 昭和34年入学）
と き 平成30年⚕月16日(水)
ところ 嘉ノ雅茗渓館
22人でスタートした1959年入学クラスです。東日本大震災以来の

クラス会で、傘寿を目前にした参加者15名は、再会に安堵し、互い
の健康、現況を思いやり、楽しく賑々しく語り合ってʠさよならʡ
がʠ再会ʡに変わったことを実感しました。 （文責：濱田 武)
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友
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Ｂ
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⚘
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⚑
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台
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⚙
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台
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⚖
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。
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⚔
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⚓
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⚑
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台
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⚒
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ク
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台
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⚒
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⽛
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と
し
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に
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こ
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、
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発
表
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発
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当
日
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⚖
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26
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後
）
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、
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護
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
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た
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動など結果報告(⚔～⚖月）
◎中学ラグビー部：関東大会優勝(⚓
年連続15回目)、第⚙回全国大会出
場(⚘年連続⚘回目、⚙月水戸開催)
◎高校ラグビー部：第19回全国選抜
大会結果・予選リーグ⚑勝⚒敗、第
⚕回全国⚗人制大会(⚕年連続⚕回
目出場⚗月菅平高原)、関東大会⚓
位
【高校インターハイ出場】東海大会
(三重、愛知、静岡、岐阜、⚘月初旬
開催)：柔道女子個人57㎏級(県優
勝）、体操女(個人で⚒名出場)、バド
ミントン男子複(県準優勝)
【高校関東大会】：出場部活：ラグビ
ー部(県優勝)、体操部(男女)、バド
ミントン部(男女)、柔道部(女)、軟
式野球部(県準優勝) 以上⚕部活
◎中学バドミントン部：県秋季大会
男単優勝、男複優勝と⚔位、女単⚓
位、女複⚔位

ミンさん他留学生による文化祭での活動：
小学生の来場者にクイズ形式で外国文化紹介｡
他にプレゼンなどの活動を行った

MSCISの活動：文化祭では、外国人留学
生と共に留学について情報提供・相談会
の活動を行った

プレゼン⚔分、質問⚒分、⚓交代制で次々
に発表が繰り返された
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

九里 茂三 19文二 29・12・2
〒992-0039 米沢市門東町3-3-11 長男 九里 廣
櫛部 淨義 19理一 30・1・9
〒168-0082 東京都杉並区久我山4-14-9 長男 櫛部 義也
滝澤 敏夫 20農教 30・3・13
〒475-0916 半田市柊町1-72-1 妻 滝澤 高子
藤森 慎 22理二 30・3・3
〒399-0024 松本市寿小赤784 妻 藤森 照子
岡部 茂幸 23大物 28・8・4
〒202-0011 西東京市泉町5-15-A407 長男 岡部 太郎
戸張 敦雄 23臨生 30・3・22
〒185-0014 国分寺市東恋ヶ窪3-19-11 子 戸張 敦彦
愛敬 高輝 24体 30・2・18
〒297-0001 茂原市七渡1783 妻 愛敬 順子
名取 清 25大教 29・12・4
〒665-0024 宝塚市逆瀬台5-13-7 長男 名取 敦
畑野 正毅 25大数 28・10・31
〒202-0011 西東京市泉町6-4-14 妻 畑野 悦子
岩崎 肇 25農教 29・8・27
〒683-0854 米子市彦名町6646-22 次男 岩崎 豪
板井 哲夫 26体専 28・10・22
〒350-1305 狭山市入間川2-19-41-701 妻 板井 愛子
竹之内徳博 27理二 30・3・4
〒184-0013 小金井市前原町1-6-11 次女 竹之内淳子
小室 幸雄 27農教 30・2・4
〒192-0051 八王子市元本郷町2-18-1 妻 小室 節子
宗村 照行 28教大心 30・⚒・14
〒352-0035 新座市栗原6-9-13 長男 宗村 俊久
長澤 純 28教大数 29・6・20
〒862-0924 熊本市中央区帯山2-9-4 妻 長澤 京子

茗渓会担当：常務執行役員人事部長　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

        安全に、快適に、正確に 

����������社 
         取締役社長 塚本 一也 

（平成 3 年環境科学研究科修了） 
☆２４時間営業 
☆お迎え料金無料 
☆カード利用 OK! 
☆貸切バス事業者より 

安全性評価認定(★★★)されました 
 
 
会社写真挿入 
 
 
 
 
〒300-3261 茨城県つくば市花畑 3 丁目 19-4 

      029-864-0301 
      029-864-4727 

     �����������������-���������� 

フリーダイヤル 0120-000-302 
各営業所に通じます 

 

ＦＡＸ 

ＴＥＬ 

メールアドレス  

金丸 俊夫 28教大植 30・6・1
〒187-0002 小平市花小金井4-6-12 長女 髙橋佐和子
柿沼 郁二 28教大健 30・3・11
〒320-0851 宇都宮市鶴田町2958-5 長男 柿沼 晴雄
島田史都男 29教大物 30・2・26
〒414-0006 伊東市松原643 妻 島田 俊子
岡崎 茂美 29教大動 29・12・21
〒330-0064 さいたま市浦和区岸町6-6-20 長女 中川 淳子
武藤 幸男 31教大体 30・1・21
〒213-0033 川崎市高津区下作延2-11-23 妻 武藤富美子
中田健次郎 32教大健 29・7・16
〒432-8018 浜松市中区蜆塚1-22-15 妻 中田よ志江
寺田 努 33教大英 30・2・18
〒623-0053 綾部市宮代町門ノ前⚙-4 妻 寺田 理子
大嶋 勲 33教大心 30・2・2
〒278-0052 野田市春日町26-14 妻 大嶋美代子
畠山 忠史 33教大植 30・3・8
〒292-0052 木更津市祇園2-9-7 妻 畠山アキ子
馬場 昭亘 34教大林 30・5・9
〒113-0034 文京区湯島3-36-3-501 妻 馬場 栄子
梁瀬 吉弘 34教大体 29・12・7
〒998-0014 酒田市千日町10-1 妻 梁瀬 茂登
加藤 健 36教大動 29・6・21
〒348-0053 羽生市南8-10-7 妻 加藤ひろみ
神明 民雄 37教大健 29・12・16
〒297-0025 茂原市緑町43-6 妻 神明 久枝
角田 陸男 49教大応物 29・8・28
〒204-0023 清瀬市竹丘3-20-6 妻 角田 美穂
鎌森 圭一 62筑一自 30・4・8
〒510-0307 津市河芸町影重2915-3 母 鎌森 矩子
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・
作
品

名
⽜
瀧
本
泰
士
氏
の
所
属
⽜

（
正
)人
間
総
合
科
学
研
究
科
前
期
芸
術
専
攻

（
誤
)芸
術
専
門
学
群

Ｐ
13
⽛
第
33
回
教
職
受
験
対
策
研
修
会
か
ら
⽜

一
段
目
⚓
～
⚔
行
目

（
正
)前
国
立
教
育
政
策
研
究
所
総
括
研
究
官
…
谷
田
部
…

（
誤
)元
国
立
教
育
政
策
研
究
所
統
括
研
究
官
…
矢
田
部
…

表
紙
写
真
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
⚔
年
間
あ
ま
り
、
季
刊
誌
⽛
茗
溪
⽜
の
表
紙
に
は
西

川
潔
前
副
理
事
長
撮
影
の
筑
波
大
学
風
景
を
載
せ
て
き
ま
し
た
。

前
号
か
ら
、
一
新
し
て
全
国
各
地
で
活
躍
す
る
、
茗
渓
会
会
員
か

ら
の
写
真
で
表
紙
を
飾
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
従
来
か
ら
季
刊
誌

の
表
紙
は
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
位
置
づ
け
、
で

き
れ
ば
全
国
的
広
が
り
を
も
つ
茗
渓
会
組
織
を
、
そ
こ
で
表
現
で

き
な
い
か
と
、
関
係
者
で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
現

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
北
海
道
茗
渓
会
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
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※
平
成
30
年
⚙
月
22
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
筑
波
地
区

の
公
開
講
座
⽛
マ
ン
ガ
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ａ
へ

編
集
現
場

か
ら
見
る
日
本
漫
画
の
歴
史

⽜
は
講
師
が
急
逝
さ
れ
た

た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。






























































広

報

平
成
30
年
⚗
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

瑞
宝
中
綬
章

上
條

宏
之

33
教
大
日
史

(長

野
)

藤
沢
謙
一
郎

37
教
大
体

(長

野
)

瑞
宝
小
綬
章

佐
藤

隆
一

26
文
二

(奈

良
)

伊
藤

義
和

37
教
大
体

(愛

知
)

五
味

武
彦

42
教
大
農
・
44
教
大
院
修
農

(山

梨
)

山
口

裕
市

43
教
大
教

(和
歌
山
)

滑
川

正
昭

46
教
大
体

(茨

城
)

原
田

俊

46
教
大
武

(香

川
)

前
島

富
雄

47
教
大
木
工

(埼

玉
)

深
江

久
嗣

47
教
大
体

(福

岡
)

瑞
宝
双
光
章

石
橋

千
城

31
教
大
体

(大

分
)

大
野

敬
三

44
教
大
体

(千

葉
)

中
田

正
幸

45
教
大
数

(富

山
)

川
名

博
志

46
教
大
教

(千

葉
)

紫
綬
褒
章

小
池

雅
人

51
教
大
院
修
物

(京

都
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
































平
成
30
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
）

編
集
後
記

先
日
、
大
阪
地
区
で
直
下
型
の
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
お
よ
び
近
隣
地
域
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
は
、
茗
渓
会
の
定
時
総
会
関
連
の
記
事
が
中
心
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
役
員
改
選
の
時
期
で
も
あ
り
、
季
刊
誌
関
係
で
は
、

毎
号
表
紙
写
真
に
ご
注
力
い
た
だ
い
て
い
た
西
川
潔
前
副
理
事
長

と
広
報
委
員
長
の
五
味
田
優
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
⚑
⚐
⚙
⚖

正
月
号
の
特
集
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
日
本
体
育
大
学
教
授
の
阿

江
通
良
氏
が
新
た
な
副
理
事
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
編
集

に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
早
川
源
一
氏
、
お
よ
び
⚑
⚐
⚙
⚔
・
夏
号

と
⚑
⚐
⚙
⚖
正
月
号
の
特
集
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
筑
波
大
学
体

育
系
教
授
の
真
田
久
氏
が
新
た
に
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
新
た
な
体
制
の
下
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

(事
務
局
前
田
)

表
紙
の
言
葉

北
海
道
茗
渓
会

宮
下

聡

北
海
道
茗
渓
会
で
は
、
毎
年
⚕
月
初
旬
に
総
会
、
⚑
月
に

新
年
会
を
札
幌
市
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
高
校
関

係
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
大
学
や
民
間
の
方
々
も
出

席
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
札
幌
市
の
中
心

部
の
中
島
公
園
内
に
豊
平
館
が
在
り
ま
す
。
円
形
の
バ
ル
コ

ニ
ー
が
あ
る
豪
華
な
佇
ま
い
と
、
真
っ
白
い
板
張
り
の
壁
に

水
色
の
縁
取
り
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
入
れ
た
外
観
は
、
市
内
の

歴
史
的
建
造
物
の
中
で
も
特
に
個
性
的
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

明
治
13
年
に
開
拓
使
が
貴
賓
接
待
所
と
し
て
建
て
た
洋
風
ホ

テ
ル
は
明
治
天
皇
の
行
幸
の
行
在
地
と
な
り
、
そ
の
後
も
要

人
の
宿
泊
施
設
、
公
会
堂
、
祝
賀
会
の
会
場
と
し
て
利
用
さ

れ
、
現
在
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
本
道
が
⽛
北
海
道
⽜
と
命
名
さ
れ
て
か
ら
150
年
目
の
年

で
す
。
先
人
が
厳
し
い
自
然
と
戦
い
、
苦
労
を
重
ね
て
開
拓

し
、
産
業
、
経
済
、
文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
た
歴
史
を
見
守
っ

て
き
た
豊
平
館
は
平
成
28
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
北
海
道
ら
し
い
風
景
等
が
数
多
く
あ
る
な
か
、
節

目
の
年
に
相
応
し
い
写
真
を
同
窓
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡

2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル

代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室    https://www.fxc.jp/

当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）



＜仕事内容＞
•飲食店などの業務店のルート配送
•一般のご家庭への配送

＜会社概要＞
本社：東京都北区豊島2-3-1
代表取締役：佐藤　順一（S.55 筑一社）
創業：1921年11月1日
資本金：1億円



桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 畑山 浩昭
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）

 

 
 
 
 
 

広告募集 
 
 
一般社団法人 茗 渓 会 
〒１１２－００１２ 
東京都文京区大塚１丁目５番２３号 

電 話 ０３（３９４１）０１３６ 
ＦＡＸ ０３（３９４１）７６７４ 
ｅメール ｉｎｆｏ＠ｍｅｉｋｅｉ．ｏｒ．ｊｐ 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ｈｔｔｐ：ｗｗｗ．ｍｅｉｋｅｉ．ｏｒ．ｊｐ 



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆寮のある学校です
◆�国際バカロレア（IB）認定校です�
2017 年 4 月から IBDP課程開始

◆�「知識」「体験」「考え方」�
――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

平成30年度公開行事
  7月31日（火）　吹奏楽部定期演奏会
　　　　　　　　会場：つくば市ノバホール
　　　　　　　　17：00開演
  9月  8日（土）　高校入試説明会
10月20日（土）　学園入試説明会
　　　　　　　　（ＩＢコース説明会含む）
11月  6日（木）～11日（日）
　　　　　　　　茗溪学園美術展
　　　　　　　　会場：つくば美術館


